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主 な 内 容

秩父銘仙を着て、凛々しく卒業！

平成30年３月１日現在～外国人を含む～

人口／63,549人（－78人） 出生／ 23人
　男／31,065人（－22人） 死亡／ 86人
　女／32,484人（－56人） 転入／ 87人
世帯／26,335世帯（－12世帯） 転出／102人

（前月比）　　　　（２月中の人数）

セーフコミュニティセーフコミュニティ
国際認証都市！国際認証都市！
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　３月23日、市内の小学校で卒業式が行われま
した。今回、初の試みとして南小学校の卒業生
28人が秩父銘仙を着用して式に臨みました。保
護者の皆さんや教職員は、国の伝統的工芸品で
ある秩父銘仙を着た卒業生の凛々しい姿に、成
長と頼もしさを感じ、卒業をお祝いしました。



2018年４月号 2

築いた土台から 大きく「飛躍」する年へ！築いた土台から 大きく「飛躍」する年へ！

　平成30年２月21日に開会
した市議会３月定例会の冒
頭において、久喜邦康市長
から平成30年度の市政経営
に対する、基本的な考え方
である施政方針を表明しま
した。この施政方針の概要
を抜粋してお伝えします。

平 成平 成 3 03 0 年 度年 度
施 政 方 針施 政 方 針

秩
父
市
経
営
方
針
の
基
本
理
念

―
最
重
点
事
項
８
項
目
―

地
域
経
済
の発

展

地
域
医
療
体
制

の
強
化
・
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
強
化
推
進

　

昨
年
度
と
同
様
、
一
貫
し
て
、
基
本

理
念
と
な
る
秩
父
市
の
将
来
像
を
、「
〜

豊
か
な
ま
ち
、
環
境
文
化
都
市
ち
ち
ぶ

〜
」
と
し
、
そ
の
た
め
の
テ
ー
マ
を
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、「
日
本
一 

し

あ
わ
せ
な
ま
ち
」
で
人
口
増
加
を
め
ざ

す
！ 

と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
、
住
ん

で
み
た
い
秩
父
市
、
産
ん
で
み
た
い
秩

父
市
、住
み
続
け
た
い
秩
父
市
！
と
し
、

こ
れ
ら
を
心
に
刻
み
、
引
き
続
き
秩
父

市
政
を
し
っ
か
り
と
経
営
し
ま
す
。

長
年
の
懸
案
で
あ
る

旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第

１
プ
ラ
ン
ト
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

企
業
誘
致
実
現
の
た
め
、
市
道
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
一
定
の
成
果
を

出
せ
る
よ
う
、地
権
者
と
連
携
を
深
め
、

早
期
の
立
地
実
現
に
向
け
て
最
大
限
の

努
力
を
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
秩
父
セ
メ

ン
ト
第
１
プ
ラ
ン
ト
跡
地
活
用
計
画
に

基
づ
く
土
地
利
用
計
画
と
し
て
、
道
の

駅
ち
ち
ぶ
一
帯
の
用
途
地
域
変
更
に
取

り
組
み
ま
す
。
昨
年
、
地
域
未
来
投
資

促
進
法
に
基
づ
き
埼
玉
県
と
県
内
63
市

町
村
が
共
同
策
定
し
た
計
画
が
国
の
同

意
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
属

製
品
製
造
業
を
は
じ
め
と
し
た
高
度
成

長
も
の
づ
く
り
分
野
や
先
端
・
次
世
代

産
業
等
に
お
け
る
産
業
集
積
を
目
指
し

て
い
く
方
向
性
が
示
さ
れ
、
企
業
は
地

域
経
済
牽
引
事
業
計
画
が
県
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、
各
種
支
援
措

置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
独
自
の
手
厚
い
優
遇
制
度
と
合
わ
せ

て
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

地
元
企
業
の
工
場
拡
張
等
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
に
も
積
極
的
に
対
応
し
、
雇
用
を

確
保
す
る
た
め
の
企
業
立
地
を
加
速
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、（
仮
称
）
秩
父
市
先
端
設

備
等
導
入
促
進
計
画
を
策
定
し
、
地
元

中
小
企
業
が
平
成
32
年
度
ま
で
に
行
う

設
備
投
資
に
対
す
る
固
定
資
産
税
を
、

３
年
間
免
除
す
る
特
例
措
置
を
講
じ
ま

す
。
西
関
東
連
絡
道
路
「
皆
野
秩
父
バ

イ
パ
ス
」
の
一
般
国
道
２
９
９
号
と
の

接
続
完
了
後
は
、
市
街
地
へ
の
交
通
状

と
連
携
し
た
「
総
合
診
療
専
門
医
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
ち
ち
ぶ
」
が
日
本
専
門
医

機
構
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
基
に
後
期
研
修
医
（
専
攻

医
）
の
募
集
を
行
い
、
応
募
し
た
研
修

医
を
選
考
を
経
て
市
立
病
院
の
医
師
と

し
て
採
用
し
、３
年
間
の
研
修
期
間
中
、

指
導
医
が
し
っ
か
り
と
指
導
し
、
医
師

確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。
二
次
救
急
医
療

体
制
の
維
持
で
は
、
ち
ち
ぶ
定
住
自
立

圏
構
想
の
制
度
を
活
用
し
、「
ち
ち
ぶ
医

療
協
議
会
」
を
中
心
に
、
２
次
救
急
輪

番
病
院
や
秩
父
郡
市
医
師
会
・
秩
父
郡

市
薬
剤
師
会
と
連
携
し
、
引
き
続
き
秩

父
の
救
急
医
療
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

市
民
が
安
心
で
き
る
地
元
出
産
・
医
療

体
制
の
充
実
で
は
、
秩
父
地
域
内
で
お

産
が
で
き
る
医
療
機
関
が
平
成
25
年
１

月
以
降
、
１
診
療
所
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
唯
一
の
診
療
所
を
支
援
す

る
た
め
、
埼
玉
医
科
大
学
病
院
と
埼
玉

医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
産

科
医
師
の
応
援
派
遣
を
い
た
だ
き
、
市

立
病
院
か
ら
は
助
産
師
を
２
人
派
遣
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
産
科
医
師
等
、

ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
る
中
、
今
後

も
ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
を
中
心
に
、
産

科
医
療
に
対
す
る
協
議
や
財
政
支
援
を

継
続
し
、
里
帰
り
出
産
も
可
能
な
秩
父

地
域
の
産
科
医
療
体
制
の
維
持
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
市
民
の
健
康

増
進
を
図
る
施
策
と
し
て
、「
ち
ち
ぶ
お

茶
の
み
体
操
」
の
普
及
・
推
進
の
た
め
、

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
等
や
健
康
講
座
等

を
積
極
的
に
展
開
し
、
市
民
の
健
康
意

況
が
変
わ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
中
央
西
口
か
ら
の
自
動
車
の

進
入
も
増
え
る
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
、

（
仮
称
）
長
尾
根
ト
ン
ネ
ル
の
重
要
性

が
増
し
、
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
向
け
て
の

要
望
活
動
の
さ
ら
な
る
推
進
、
ま
た
並

行
し
て
一
般
国
道
１
４
０
号
秩
父
陸
橋

撤
去
の
働
き
か
け
な
ど
、
将
来
に
向
け

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
ま
す
。

医
師
会
と
の
連
携
に

よ
り
、
市
立
病
院
の

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
や

緩
和
ケ
ア
の
認
定
看

護
師
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
を

持
つ
看
護
師
な
ど
が
、
在
宅
療
養
患
者

の
指
導
を
行
う
な
ど
、
双
方
向
の
関
係

で
診
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、

さ
ら
に
連
携
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
在

宅
療
養
患
者
の
容
体
が
悪
く
な
っ
た
際
、

他
医
療
機
関
か
ら
入
院
し
や
す
く
な
る

よ
う
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
有
効
活
用

を
進
め
ま
す
。
総
合
診
療
専
門
医
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
後
期
研
修
医
（
専

攻
医
）
の
育
成
で
は
、
市
立
病
院
を
基
幹

病
院
と
し
、
地
域
内
の
病
院
・
医
院
等

旧秩父セメント　
第１プラント跡地
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子
育
て
、

教
育
の
充
実

循
環
型
社
会
の

構
築
と
森
林

施
業
の
効
率
化

識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
一
方
、
４
月

か
ら
、
新
た
に
独
自
の
秩
父
市
版
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
各
種
健
診
等
の
受

診
や
運
動
な
ど
、
健
康
に
関
す
る
事
業

等
に
参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
特
典
を

提
供
す
る
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

健
康
増
進
と
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ

ま
す
。

「
子
育
て
の
充
実
」

で
は
、
児
童
の
保
健

向
上
と
福
祉
の
増
進
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
平
成
30
年
10
月
か

ら
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
対
象
年

齢
を
現
行
の
15
歳
か
ら
18
歳
に
ま
で
拡

大
し
ま
す
。
ま
た
、「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
実
施
す
る
各
事

業
や
定
住
自
立
圏
事
業
と
し
て
４
町
と

協
働
で
開
始
し
た
、助
産
師
に
よ
る「
ほ

っ
と
ハ
グ
く
む
マ
マ
サ
ロ
ン
」
を
継
続

し
、
今
後
も
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。「
教
育

の
充
実
」
で
は
、
私
は
、
未
来
の
秩
父

づ
く
り
に
と
っ
て
大
切
な
の
は「
教
育
」

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
教
育

委
員
会
制
度
に
よ
り
教
育
委
員
会
と
市

長
部
局
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
、
教
育
委
員
会
と
市
長

部
局
が
一
体
と
な
り
、
教
育
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
耐

震
化
事
業
で
は
一
定
の
成
果
が
出
た

中
、
今
後
は
老
朽
化
対
策
へ
と
計
画
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
教
職
員
の
教

え
る
力
を
醸
成
し
、
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
基
礎

学
力
の
向
上
に
お
い
て
は
、
一
定
の
結

果
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
30

年
度
は
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
併

せ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
活
用

教
育
の
普
及
や
英
語
教
育
を
推
進
し
ま

す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で
、

英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
の
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
成
し
て
い
く
た
め
、
教
師
の
資

質
向
上
研
修
、
英
語
指
導
助
手
配
置
事

業
、
英
語
土
曜
学
習
講
座
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
小

学
校
３
・
４
年
生
の
外
国
語
活
動
の
導

入
と
５
・
６
年
生
の
外
国
語
の
教
科
化
に

よ
り
授
業
時
数
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

現
状
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

８
人
を
平
成
30
年
度
に
は
９
人
に
増

員
し
ま
す
。
英
語
土
曜
学
習
事
業
で

は
、
中
学
生
を
対
象
に
、
７
月
か
ら
３

月
ま
で
の
土
曜
日
の
午
後
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
お

よ
び
日
本
人
講
師
に
よ
る
講
座
を
実
施

し
、
英
語
の
基
礎
学
力
の
向
上
と
と
も

に
、
外
国
人
に
「
秩
父
」
を
発
信
で
き

環
境
分
野
で
は
新
た

な
政
策
を
進
め
ま

す
。
秩
父
市
内
に
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
量

が
相
当
量
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秩
父
地
域
内
で
利

用
し
、
公
共
施
設
お
よ
び
一
般
家
庭
へ

と
供
給
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

こ
れ
を
秩
父
市
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル

ケ
（
※
１
）
構
想
と
称
し
、「
地
域
新

電
力
会
社
」
の
設
立
に
向
け
、
事
業
を

進
め
ま
す
。「
地
域
新
電
力
会
社
」
の

設
立
に
向
け
、
２
つ
の
大
き
な
目
標
を

掲
げ
ま
す
。
１
つ
目
の
目
標
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で

す
。
幸
い
秩
父
地
域
に
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
他
地
域
よ
り
多
く
存
在

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
天
候
や
自

然
現
象
等
に
左
右
さ
れ
な
い
ゴ
ミ
処
理

発
電
も
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
、
他
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
能
な
限
り
集

め
、
地
域
で
使
用
す
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
比
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
環

境
先
進
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
２
つ
目

の
目
標
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
で

す
。
現
在
、
市
内
に
は
地
域
の
再
エ
ネ

電
力
を
調
達
し
、
小
売
り
し
て
い
る
事

業
者
は
、
ほ
ぼ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
電
気
料
金
と
し
て
秩

父
市
か
ら
出
て
い
く
お
金
は
相
当
な
額

に
上
り
ま
す
。
こ
の
一
部
を
こ
の
地
域

に
留
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
の
活
性

る
よ
う
、
英
語
で
お
も
て
な
し
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
教

育
力
活
用
事
業
（
チ
チ
ブ
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
ス
タ
デ
ィ
・
夜
勉
）
で
は
、
学

校
の
学
習
指
導
に
併
せ
、
地
域
人
材
に

よ
る
学
習
支
援
の
場
を
設
け
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
体
制
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
原
谷
公
民
館

に
加
え
、
影
森
公
民
館
の
２
か
所
に
会

場
を
増
や
し
、
小
中
学
生
の
さ
ら
な
る

学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。
学
校
老
朽
化

対
策
の
調
査
と
今
後
の
計
画
の
策
定
で

は
、
国
庫
補
助
を
活
用
し
た
校
舎
、
体

育
館
等
の
大
規
模
改
造
事
業
を
計
画
的

に
実
施
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
秩
父

第
一
小
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
お

よ
び
尾
田
蒔
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造

工
事
の
実
施
設
計
を
行
い
、
翌
年
度
に

工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

秩
父
第
一
中
学
校
不
具
合
箇
所
改
修
工

事
と
し
て
、
破
損
し
た
教
室
入
口
引
戸

等
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
事
業
で
は
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
と
し
て
、
中
学
校
４
校
を
対

象
に
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
を
行
い
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
小
・

中
学
校
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率

１
０
０
％
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
学

校
運
営
の
課
題
に
対
し
、
広
く
保
護
者

や
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
画
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
、
平
成

30
年
度
は
、
全
て
の
小
中
学
校
に
設
置

す
る
よ
う
事
業
を
進
め
、
子
ど
も
の
教

育
に
対
す
る
課
題
や
目
標
を
共
有
す
る

チチブアフタースクール
スタディ　　　　　　　

こ
と
に
よ
り
、
学
校
を
支
援
す
る
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。

※１ シュタットベルケ … ドイツ語で、電気・ガスなどの公共サービスを担う公的な会社のこと
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安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

外
か
ら
人
を

呼
び
込
む
施
策

推
進

化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
設
立
に
向
け
て
、
現
在
実
施

し
て
い
る
会
社
と
詳
細
に
わ
た
り
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
私
も
実
際
に
こ
の
目

で
見
て
、
素
晴
ら
し
い
事
業
展
開
を
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
、「
こ
の
よ
う
な
状

況
を
私
も
作
り
出
し
た
い
。
作
ら
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
感
じ
つ
つ
、「
秩
父
市
で
は
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
も
実
施
で
き
る
の
で

は
」
と
改
め
て
秩
父
市
が
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
準
備
を
経
て
、
会
社
設
立

準
備
支
援
協
定
を
締
結
し
、
今
後
は
、

平
成
30
年
度
の
早
期
に
会
社
を
設
立
、

電
力
販
売
に
向
け
た
準
備
を
開
始
し
ま

す
。
そ
し
て
、
平
成
31
年
４
月
ま
で
に

は
、
ま
ず
は
公
共
施
設
に
対
す
る
電
力

供
給
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
状
況
が
整

い
次
第
、
企
業
や
一
般
家
庭
へ
と
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
電
力

供
給
の
開
始
後
は
早
期
に
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
、
そ
の
収
益
に
よ
り
、「
地

域
課
題
を
解
決
す
る
新
た
な
事
業
展
開

を
、
雇
用
創
出
も
図
り
な
が
ら
実
施
す

る
」
と
い
う
会
社
本
来
の
目
的
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。
省
エ
ネ
家
電
買
い

替
え
補
助
の
拡
大
と
公
共
施
設
省
Ｃ
Ｏ

２
化
計
画
に
基
づ
く
改
修
工
事
の
実
施

で
は
、
省
Ｃ
Ｏ
２
化
を
推
進
し
排
出
量

の
削
減
を
図
る
た
め
、
電
気
冷
蔵
庫
を

一
定
の
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
製
品
に

買
い
替
え
た
市
民
に
対
し
、
購
入
費
の

一
部
を
補
助
す
る
省
エ
ネ
家
電
買
い
替

え
助
成
事
業
の
予
算
規
模
を
拡
大
し
ま

す
。
一
方
で
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
て
は
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

り
、
有
価
物
回
収
お
よ
び
町
会
資
源
ご

み
報
償
金
制
度
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
た
「
み
ん
な

の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
小
型
家
電

の
回
収
運
動
」
に
よ
る
意
識
向
上
を
図

る
な
ど
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

大
雨
や
地
震
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害

へ
の
対
応
や
大
雪
対
策
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
も
市
民
を
守
り
抜
い
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
と
連
動
し
て
、
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル

活
動
で
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
「
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ま

す
。
危
機
管
理
体
制
の
強
化
で
は
、
現

在
の
防
災
行
政
無
線
は
、
平
成
17
年
度

の
市
町
村
合
併
以
降
も
本
庁
と
各
総
合

支
所
で
個
別
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い

る
た
め
、
互
換
性
が
な
く
一
括
し
た
防

災
情
報
の
提
供
が
困
難
な
状
況
で
し

た
。
ま
た
、
荒
川
総
合
支
所
の
機
器
は

が
絡
ん
だ
交
通
事
故
で
は
、
も
し
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
れ
ば
被
害
も
軽

減
さ
れ
た
の
で
は
、
と
い
う
事
例
も
多

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
啓
発
し
、
事
故
被

害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全

で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
橋
り
ょ
う
を

目
指
し
、「
秩
父
市
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」、「
橋
り
ょ
う
法
令
定
期

点
検
」
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度

は
４
か
所
の
補
修
設
計
業
務
委
託
と
６

か
所
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

秩
父
市
を
訪
れ
る
人

に
魅
力
を
発
信
し
、

移
住
に
結
び
つ
け
る

よ
う
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
西
武
鉄
道
や
秩
父
鉄
道
と
連

携
し
、
観
光
を
秩
父
全
体
の
面
と
し
て

と
ら
え
、
地
域
商
社
機
能
を
持
つ
（
一

社
）
秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社

と
秩
父
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

が
中
核
と
な
り
、
秩
父
ブ
ラ
ン
ド
を
全

国
に
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
（
外
国
人
観
光
客
）
対
応
を
積
極

的
に
行
い
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語

を
基
本
に
、
今
後
は
フ
ラ
ン
ス
語
・
タ

イ
語
を
加
え
、
世
界
へ
向
け
て
秩
父
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
協
働
し
、
外
国
か
ら
の
お
客
さ

ん
に
対
す
る
案
内
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
平
成
30
年

度
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に
、
20
年

に
一
度
の
大
き
な
事
業
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
秩
父
市
都
市

30
年
近
く
使
用
し
、
部
品
供
給
が
な
く

な
る
な
ど
、
機
器
の
維
持
に
支
障
が
出

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
度

か
ら
の
２
か
年
で
、
シ
ス
テ
ム
の
統
一

と
更
新
を
行
い
、
迅
速
か
つ
的
確
な
防

災
・
災
害
情
報
伝
達
体
制
を
整
備
し
ま

す
。
山
間
地
域
で
の
機
能
集
約
化
（
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）
の
推
進
で
は
、
旧

大
滝
中
学
校
に
集
約
す
る
大
滝
総
合
支

所
・
大
滝
公
民
館
・
秩
父
図
書
館
大
滝

分
館
に
、
４
月
か
ら
バ
ス
の
乗
り
入
れ

を
行
い
、
地
域
の
方
々
が
利
用
し
や
す

い
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
形
成
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
地
域
の
方
々

の
要
望
を
聞
く
協
議
会
を
継
続
的
に
開

催
し
、
拠
点
機
能
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス

ク
ー
ル
事
業
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
き
体

と
心
の
ケ
ガ
お
よ
び
そ
の
原
因
と
な
る

事
故
、
い
じ
め
、
暴
力
を
予
防
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
で
健
や
か
な
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
取
り
組
み
で
す
。現
在
、

秩
父
第
二
中
学
校
区（
花
の
木
小
学
校
、

南
小
学
校
、
秩
父
第
二
中
学
校
）
へ
研

究
委
嘱
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度

は
、「
児
童
が
気
づ
き 

主
体
的
に
活
動

す
る
取
り
組
み
の
発
展
」
を
テ
ー
マ
に

進
め
、
本
年
10
月
の
現
地
審
査
を
経

て
、
11
月
の
再
認
証
取
得
を
目
指
し
ま

す
。
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
用

の
補
助
事
業
で
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
安
全
対
策
委
員
会
か
ら
も
、

「
子
ど
も
の
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
が

多
い
」
と
い
う
課
題
も
報
告
さ
れ
て
お

り
、
全
国
的
に
発
生
し
て
い
る
自
転
車

地域新電力会社の設立
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広
域
事
業
へ
の

積
極
的
な
支
援

秩
父
宮
記
念

市
民
会
館
等
の

運
用

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
事

業
で
は
、
熊
木
町
地
内
旧
田
代
ビ
ル
の

改
修
工
事
を
本
格
化
し
、「
秩
父
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
整

備
後
の
ビ
ル
運
営
は
（
一
社
）
秩
父
地

域
お
も
て
な
し
観
光
公
社
に
委
託
し
、
公

社
は
、
創
業
希
望
者
、
企
業
に
お
試
し

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
貸
し
出

す
な
ど
、
ま
ち
の
稼
ぐ
力
を
向
上
さ
せ

る
新
た
な
拠
点
と
す
る
一
方
で
、
訪
れ

る
人
に
魅
力
を
発
信
し
、
移
住
政
策
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
秩
父
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ザ
内
に
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
に
着

手
し
ま
す
。
豊
島
区
と
の
秩
父
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
構
想
（
秩
父
市
生
涯
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
構
想
）
で
は
、
時
間
を
か
け
ず

に
確
実
に
展
開
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
40
戸
を
建
設
す

る
事
業
者
に
対
し
、
建
設
費
の
一
部
を

助
成
す
る
と
と
も
に
、
交
流
拠
点
施
設

を
整
備
し
、
人
口
の
増
加
や
地
域
が
活

性
化
す
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ッ
ト
を
介
し
て
視
聴
で
き
る
「
秩
父
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
事
業
」
を
構
築

し
ま
す
。
私
は
、
秩
父
の
風
土
を
広
報

す
る
た
め
に
伝
統
文
化
、
災
害
、
祭
り

文
化
の
記
録
と
し
て
、
映
像
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、
秩
父
地
域
全
体
で
「
出
来
事
」
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
対
応

手
段
の
一
つ
と
し
、
さ
ら
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
学
習
の
手
段

と
し
て
も
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
遊
休
農
地
の
活
用
、
空
き
家
バ

ン
ク
、
市
営
住
宅
活
用
な
ど
新
た
な
移

住
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
遊
休
農
地
の
活
用
と
し
て
、
市
内

に
あ
る
農
地
を
、
移
住
者
と
り
わ
け
豊

島
区
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
に
係
る
所
有
権
移
転
な
ど
の
際
の
要

件
の
１
つ
で
あ
る
下
限
面
積
に
つ
い
て
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
最
小

で
１
ア
ー
ル
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
秩
父

市
へ
の
移
住
が
促
進
さ
れ
、
農
業
政
策

と
し
て
も
市
内
外
か
ら
の
新
規
就
農
が

促
進
さ
れ
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
発
生

を
防
止
す
る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
市
営
住
宅
管
理
事
業
で

は
特
定
公
共
賃
貸
住
宅「
井
ノ
尻
住
宅
」

の
用
途
廃
止
を
行
い
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
者
に
と
っ

て
も
「
二
地
域
居
住
」
が
可
能
な
住
宅

と
し
て
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
で

は
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
、
今

後
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

外
国
人
観
光
客
を
、
い
か
に
秩
父
へ
の

誘
客
に
つ
な
げ
る
か
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
観
光
案
内
や
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
よ
り
、
観

光
関
連
業
全
体
の
振
興
、
さ
ら
に
は
秩

父
地
域
全
体
の
経
済
発
展
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
て
、
新
聞
報
道
な
ど

で
ご
存
じ
の
と
お
り
、「
秩
父
吉
田
の

龍
勢
」
を
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
す
る
よ
う
、
国
の
文
化
審
議
会

が
文
部
科
学
大
臣
へ
答
申
を
行
い
ま
し

た
。
打
ち
上
げ
式
の
煙
火
が
国
指
定
文

化
財
に
な
れ
ば
全
国
で
初
め
て
の
こ
と

と
な
り
、
秩
父
吉
田
の
龍
勢
は
打
ち
上

げ
式
の
煙
火
の
典
型
例
で
あ
り
、
奉
納

煙
火
の
変
遷
や
地
域
的
な
展
開
を
考
え

る
上
で
重
要
で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
後
、
記
念
式
典
を
開
催

し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち

合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※ 

そ
の
後
、
３
月
８
日
に
指
定
書
が
交

付
さ
れ
て
、正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

移住・交流事業の推進

秩父吉田の龍勢

こ
こ
に
改
め
て
、
吉
田
龍
勢
保
存
会
の

皆
さ
ん
並
び
に
関
係
す
る
皆
さ
ん
に
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
と

い
た
し
ま
し
て
も
国
民
共
有
の
貴
重
な

財
産
を
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

末
永
く
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
を
心
に

誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

秩
父
地
域
１
市
４
町

の
自
治
体
行
政
は
、

今
後
、
水
道
事
業
の
推
進
な
ど
、「
広

域
市
町
村
圏
事
業
」を
さ
ら
に
推
進
し
、

し
尿
処
理
の
広
域
化
も
検
討
し
ま
す
。

一
方
、
ソ
フ
ト
事
業
面
で
は
「
広
域
市

町
村
圏
」
と
「
定
住
自
立
圏
」
の
２
枚

看
板
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ち
ち
ぶ

版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
な

ど
、
４
町
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
に
開

館
し
た
市
民
会
館

は
、
自
主
事
業
の
開

館
記
念
公
演
の
実
施
や
貸
館
を
行
う
こ

と
で
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
を
運
ぶ

機
会
の
な
い
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
声
を
聞
い

て
、
庁
舎
、
歴
史
文
化
伝
承
館
、
市
民

会
館
や
駐
車
場
の
利
便
性
の
向
上
に
取

り
組
み
、
よ
り
一
層
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
庁
舎
、市
民
会
館
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
本
来
の
機
能
を
取
り
戻
し
た
歴

史
文
化
伝
承
館
で
は
、
地
域
の
方
の
公

民
館
活
動
の
場
と
し
て
、
歴
史
的
遺
産

お
よ
び
文
化
財
等
の
展
示
の
場
と
し
て

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふらっと市長室　　４月18日㈬　　９：00～10：00　吉田総合支所
11：00～11：30　本庁舎１階　



地方交付税
63.5億円
22.4%

市税
83.7億円
29.5%

繰入金
14.2億円
5.0%

34.9億円
12.3%

国庫支出金

市債
32.7億円
11.5%

県支出金
17.0億円
6.0%

その他
37.8億円
13.3%

歳入
283.8億円

土木費
30.2億円
10.6%

総務費
33.7億円
11.9%

公債費
30.1億円
10.6%

衛生費
28.0億円
9.9%

教育費
22.3億円
7.9%

消防費
17.1億円
6.0%

その他
18.2億円
6.4%

歳出
283.8億円

民生費
104.2億円
36.7%

62018年４月号

【
歳
入
の
概
要
】

　

歳
入
で
は
、
固
定
資
産
税
の
減
収
な

ど
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
市
税
全
体
で

は
わ
ず
か
に
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。  

　

市
に
と
っ
て
重
要
な
収
入
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
、
合
併
特
例
措
置
の
縮
減

な
ど
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
歳
出
の
概
要
】

　

民
生
費
で
は
、
子
育
て
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療
費
の
対
象

年
齢
拡
大
や
、
市
内
の
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。

　

総
務
費
に
は
、
移
住
促
進
に
よ
り
人

口
増
を
目
指
す
「
秩
父
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
推

進
事
業
」
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
は
、
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第

1
プ
ラ
ン
ト
跡
地
へ
企
業
誘
致
を
推
進

す
る
道
路
整
備
事
業
を
、教
育
費
に
は
、

学
校
施
設
の
改
修
事
業
や
英
語
教
育
の

充
実
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

[前年度比 ▲5.8％ ]

平成30年度当初予算
市民との協働により

「日本一しあわせなまち」を

一般会計予算額 283億8,000万円

一般会計の歳出

　平成30年度予算が、３月に行われた市議会定
例会で可決されました。
　前年度に行った市債の繰上償還の減少などに
より、平成30年度予算は前年度と比べ規模が縮
小しました。新たな事業として、循環型社会構
築のための地域新電力会社の設立や、旧秩父セ
メント第1プラント跡地への企業誘致に向けた市
道整備、こども医療費の対象年齢拡大など、住
み続けたくなる秩父を創る事業を盛り込みまし
た。
　「日本一しあわせなまち」を築くため、満足度
の高い市民サービスの提供を進めていきます。

一般会計の歳入

一
般
会
計
予
算
の
概
要

【
市
債
残
高
の
状
況
】

 

30
年
度
末
の
市
債
残
高
は
約
３
２
３

億
円
の
見
込
み
で
す
。
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
の
前
倒
し
実
施
な

ど
に
よ
り
、
29
年
度
末
と
比
べ
て
約
５

億
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
が
、
31
年
度

以
降
は
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

民
生
費
…
児
童
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

福
祉
の
た
め
の
経
費
や
生
活
保
護
の
経
費

総
務
費
…
市
の
計
画
の
策
定
や
推
進
、

内
部
管
理
、
選
挙
等
に
か
か
る
経
費

土
木
費
…
道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の

建
設
や
維
持
管
理
に
か
か
る
経
費

公
債
費
…
借
入
金
の
返
済

350

330

310

290

270

250

230

210

190

170

150
H23　    　H24　   　  H25　  　H26　    　H27     　   H28　     H29 見込　  H30見込

億円

294.8
307.4303.8

314.4 312.2

331.2

318.3 323.4

市債残高の推移（一般会計）

【
用
語
解
説
】

地
方
交
付
税
…
全
国
で
同
水
準
の
行
政

を
行
う
た
め
に
交
付
さ
れ
る
財
源

市
債
…
市
の
借
入
金

繰
上
償
還
…
債
務
を
減
ら
す
た
め
に
計

画
よ
り
早
く
市
債
を
返
済
す
る
こ
と
。

そ
の
後
の
返
済
額
が
減
り
、
将
来
の
資

金
繰
り
に
余
裕
が
で
き
ま
す
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平成30年度　注目の事業
循環型社会を創る 子育て・教育の充実 雇用・経済の活性化

安心・安全を守る

健康を増進する

●地域新電力会社設立事業【新】
　〔3,511万円〕

再生可能エネルギーを活用した電
力の調達・販売を行う秩父地域新
電力会社を設立し、雇用の創出及
びエネルギーの地産地消を目指し
ます。
●省エネ家電買い替え助成金
【拡充】　　　　　　　〔200万円〕
電気冷蔵庫を一定の省エネ基準を
満たす製品に買い替えた市民に対
し、定額2万円の助成金を交付し
ます。

●こども医療費給付事業【拡充】

〔2億624万円〕

こども医療費の支給対象を平成30

年10月から高校3年生（18歳）ま

で拡大し、養育者の医療費の負担

を軽減します。

●認定こども園整備事業

〔4億5,341万円〕

私立幼稚園の認定こども園化に向

けた施設整備に対し、補助金を交

付します。

●秩父一中・尾田蒔中改修事業【新】

〔2,499万円〕

秩父第一中学校の不具合箇所の改

修を実施します。尾田蒔中学校校

舎の大規模改造工事実施設計業務

を実施し、平成31年度以降の工事

実施を目指します。

●英語教育強化推進事業【拡充】

 〔3,850万円〕

平成32年度より小学校3年生から

外国語活動が導入され、5、6年

生は、週2時間の授業が行われる

ことから、外国人の英語指導助手

（ALT）を1人増員し9人とし、外

国語活動コーディネーターととも

に、英語におけるコミュニケー

ション能力の向上を図ります。

●旧秩父セメント跡地対策事業【新】

〔2億15万円〕

旧秩父セメント第1プラント跡地

への企業誘致を加速させるため、

腰田堀に沿って市道（中央）632

号線を整備します。

●秩父版CCRC推進事業【拡充】

 〔2億8,714千円〕

サービス付き高齢者向け住宅を建

設する事業者に補助金を交付する

とともに、交流拠点施設を整備し、

豊島区等都心からの転入を促進

し、人口増を目指します。

●秩父ビジネスプラザ事業【新】 

　  　　　　　　　〔3,943万円〕

熊木町地内の市有建物を改修し、

創業希望者や企業にお試しサテラ

イトオフィスとして貸し出します。秩

父ビジネスプラザを開設します。

●防災行政無線システム整備事業         

〔5億4,481万円〕

防災行政無線システムのデジタル

化により、防災・災害情報の伝達

体制を整備します。（2か年事業の

2年目）

●健康長寿埼玉モデル普及促進事業、

秩父市版健康マイレージ事業【新】　

　　 〔370万円〕

筋力アップ教室の開催や体力測定な

ど、「健康」に関する事業を展開し

ます。また、各種健診や運動などへ

の参加者にポイントを付与し、特典

を提供する「秩父市版健康マイレー

ジ事業」を開始します。

筋力アップ教室の様子

【
基
金
残
高
の
状
況
】

　

一
般
家
庭
で
の
貯
金
に
あ
た
る
の
が

「
基
金
」
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
計
画
的
に
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行

い
、
財
源
を
必
要
と
す
る
と
き
に
取
り

崩
し
て
い
ま
す
。
28
年
度
で
は
本
庁
舎

等
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
、
29
年
度

で
は
市
債
の
繰
上
償
還
の
財
源
と
し
て

取
り
崩
し
た
た
め
残
高
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
市
民
一
人
当
た
り
の
基
金
残
高

は
、
県
内
の
他
市
町
村
と
比
較
し
て
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
市
債
と
基
金
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
な
が
ら
、
基
金
の
使
い
道
を

決
め
て
い
き
ま
す
。

※ 

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
予
算
の
概

要
は
市
Ｃ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１
財
政
課
☎
22

－

２
２
０
３

160

120

80

40

0
H23　    　H24　   　  H25　  　H26　     　H27     　   H28　     H29 見込     H30 見込

基金残高の推移億円

97.3

123.3
128.7

140
135.4

111.8

132.1

119.9



市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、秩父保健センター、
スポーツ健康センター、文化体育センター、吉田生涯学習センター、地場産センター、市立病院でも配布しています。 82018年４月号2018年４月号

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
開
設
さ
れ
た

『
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
』
の
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

●
『
お
試
し
居
住
』
事
業

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
、『
お
試
し
居

住
』
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
「
秩
父
市
に
住
ん
で
み
た
い
け
ど
、

い
き
な
り
移
住
す
る
の
は
抵
抗
が
あ

る
」 

と
い
う
移
住
希
望
者
の
方
向
け
に
、

お
試
し
で
秩
父
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
既

に
40
人
以
上
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
実
際
に
お
試
し
居
住
を

ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
で
市
内
に
移
住

さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
今
後
も
お
試
し

居
住
を
利
用
し
て
秩
父
市
に
お
越
し
い

た
だ
く
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

● 

移
住
者
向
け
の
支
援
制
度
を
開
始
し

ま
す
！

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
移
住
者
向
け
の

支
援
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

【
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
費
助
成

金
】

　

秩
父
市
に
移
住
し
た
方
が
、
ち
ち
ぶ

空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
を
購
入
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
。

助
成
額　

上
限
50
万
円
（
対
象
経
費
の

２
分
の
１
、
そ
の
他
加
算
要
件
あ
り
）

【
移
住
者
向
け
賃
貸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

等
工
事
費
助
成
金
】

　

秩
父
市
に
空
き
家
を
持
つ
所
有
者

が
、
ち
ち
ぶ
空
き
家
バ
ン
ク
に
、
移
住

者
向
け
の
賃
貸
物
件
を
登
録
す
る
際
に

要
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を
助

成
。

助
成
額　

上
限
50
万
円

　
　
　
　
（
対
象
経
費
の
２
分
の
１
）

【
軽
自
動
車
購
入
費
助
成
金
】

　

秩
父
市
に
移
住
し
た
方
が
、
新
た
に

軽
自
動
車
を
購
入
し
た
費
用
の
一
部
を

助
成
。

助
成
額　

 

上
限
30
万
円

　
　
　
　
（
購
入
費
の
２
分
の
１
）

※ 

支
援
制
度
は
全
て
市
内
業
者
を
利
用

し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

※ 

制
度
の
詳
細
、
空
き
家
を
お
持
ち
で

活
用
に
お
困
り
の
方
は
、
移
住
相
談

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

１
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
26

－

７
９
４
６

　

市
で
は
、「
秩
父
市
生
涯
活
躍
の
ま

ち
づ
く
り
（
秩
父
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」
の

一
環
と
し
て
、
都
市
部
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
（
中
高
年
齢
層
）
を
対
象
に
、

居
住
・
生
涯
学
習
・
社
会
参
加
等
の
基

本
機
能
を
１
つ
の
エ
リ
ア
（
施
設
）
で

提
供
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
の
整
備
を

行
う
「
モ
デ
ル
事
業
（
拠
点
整
備
事

業
）
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
「
花
ノ
木
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

実
施
主
体
を
募
集
し
ま
す
。

１
地
域
政
策
課
☎
22

－

２
８
２
３

■
花
ノ
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
■

　

上
町
３
丁
目
に
あ
る
市
営
花
ノ
木
住

宅
の
未
利
用
部
分
敷
地
を
活
用
し
、
サ

高
住
（
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
）
を
整
備
、
運
営
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
が
食
堂
や
交
流
ス
ペ
ー
ス

等
を
備
え
た
地
域
開
放
型
「
交
流
拠
点

施
設
」
を
隣
接
し
て
整
備
し
、
そ
の
管

理
運
営
を
指
定
管
理
者
等
に
委
託
す
る

予
定
で
す
。

※ 

募
集
要
項
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
Ｃ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く

か
、
地
域
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○ 

サ
高
住
…
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
」
等
が
付
い
た
中
高

年
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
。

移
住
相
談
セ
ン
タ
ー鋭

意
活
動
中
！

「
秩
父
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」

　

モ
デ
ル
事
業（
拠
点
整
備
事
業
）

　

参
画
事
業
実
施
主
体
の
公
募

「花ノ木プロジェクト」公募スケジュール「花ノ木プロジェクト」公募スケジュール

時　期 内　　　容

4月10日㈫ 公募開始

4月17日㈫ 質問書受付締め切り

5月 1日㈫ 企画提案書提出締め切り

5月17日㈭ 企画提案プレゼンテーション

5月25日㈮ 参画事業実施主体の決定

生涯活躍のまちづくりへ(秩父市版CCRC）生涯活躍のまちづくりへ(秩父市版CCRC）

施設配置図（イメージ）

交流施設既存住宅

サ高住



市報ちちぶ内記事で、FAX番号のない記事へのお問い合わせは、
秘書広報課（２４－７２７２）へFAXをご送付ください。9

対象者
①市内に住所があり、市税を滞納していない方
② 対象住宅の所有者またはその２親等以内の親族で、現に
居住している方

対象建築物
①市内にある木造住宅
② 昭和56年５月31日以前に建築された専用住宅または、住
宅以外の部分が２分の１未満の併用住宅

③ 階数が２以下でかつ延べ床面積５００平方メートル以下
であること

補助金額　
　耐震診断に要した費用の額で、１棟あたり５万円を限度
※ 診断費は、申請時に見積書の写し、完了時に領収書の写
しで確認します。

２耐震診断の着手前に、申請書類を建築住宅課（歴史文化
伝承館５階）へ提出。申請書類は市Ｃからダウンロードで
きるほか、建築住宅課窓口で配布します。
※ 交付申請前に耐震診断に着手してしまうと、補助金は受
けられません。

※予算に限りがありますので、先着順になります。
１建築住宅課☎２６－６８６９

※ 融資利率等は改定される場合がありますの
で、申し込み前に必ずご確認ください。
※市Ｃもご覧ください。
１商工課☎２５－５２０８

木造住宅の耐震診断に補助金を交付します

　

自
己
居
住
用
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

（
改
修
）
工
事
等
を
行
っ
た
場
合
に
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

①
市
民
で
、
市
税
の
未
納
が
な
い
方

②
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
市
で
実
施
し

て
い
る
他
の
助
成
・
補
助
等
を
受
け

て
い
な
い
方

③
過
去
に
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
を
受
け

て
い
な
い
方
（
太
陽
光
発
電
の
設
置

工
事
を
除
く
）

対
象
工
事

①
対
象
者
の
居
住
用
住
宅
等
の
修
繕
・

補
修
増
築
な
ど
の
工
事
で
あ
る
こ
と

②
市
の
登
録
市
内
施
工
業
者
に
行
わ
せ

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

③
工
事
着
工
前
で
あ
る
こ
と
（
現
場
確

認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

④
住
宅
環
境
の
改
善
に
関
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
で
あ
る
こ
と

※
新
築
の
工
事
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額

　

20
万
円
以
上
（
消
費
税
を
除
く
）
の

工
事
に
対
し
、
工
事
費
の
10
％
（
上
限

15
万
円
・
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
工
事
費
は
、
申
請
時
に
見
積
書
の
写

し
、
完
了
時
に
領
収
書
の
写
し
で
確

認
し
ま
す
。

申
請
書
類
配
布　

４
月
23
日
㈪
〜

･

商
工
課
（
歴
史
文
化
伝
承
館
３
階
）

･

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口

･

吉
田･

大
滝･

荒
川
総
合
支
所
地
域
振

興
課

※
市
Ｃ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
請
受
付　

６
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所　

商
工
課
、
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
算
を

上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

・
申
請
手
続
き
は
原
則
と
し
て
、
本
人

ま
た
は
ご
家
族
の
方
に
限
定
し
ま
す
。

◎
耐
震
改
修
を
お
考
え
の
方

１
商
工
課
☎
25

－

５
２
０
８

　

申
請
後
、
工
事
金
額
に
増
額
が

　

あ
っ
て
も
、
助
成
金
額
は
変
更

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
完
了
時
に

見
積
額
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
、

助
成
金
の
額
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
て
い

　

て
も
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
さ
せ
る
工
事
（
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
の
建
物
）
を
行
う
場
合

は
、
1
回
に
限
り
対
象
と
な
り
ま

す
。

住宅リフォーム等の資金を助成！住宅リフォーム等の資金を助成！

勤労者向け住宅資金貸付制度を勤労者向け住宅資金貸付制度を
ご利用ください！ご利用ください！

勤労者住宅資金貸付制度

資金使途 市内に居住するための住居の新築、増改築、
購入、修繕および宅地の取得

主な
申込要件

① 事業所に引き続き2年以上勤務していること
②年齢が満20歳以上60歳未満であること
③市税を完納していること
④資金の返済能力を有すること

融資限度額 有担保1,000万円 無担保500万円

利　　率 年1.865％（変動金利）年1.1％（固定金利）

融資期間 25年以内
(完済年齢満76歳未満)

10年以内
(完済年齢満71歳未満)

担　　保 要 不要

保 証 人

一般社団法人日本労
働者信用基金協会の
保証、さらに場合に
より連帯保証人

一般社団法人日本労
働者信用基金協会の
保証

保証料率 年0.24％ 返済期間・融資金
額による

取扱金融機関　中央労働金庫秩父支店



102018年４月号

『
お
出
か
け

　
　

楽
々
バ
ス
利
用
券
』

を
交
付
し
ま
す
！

　
「
西
武
観
光
バ
ス
回
数
乗
車
券
」
購

入
代
金
の
一
部
を
助
成
す
る
「
お
出
か

け
楽
々
バ
ス
利
用
券
」を
交
付
し
ま
す
。

（
年
度
内
２
回
ま
で
交
付
可
）

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方

申
請
の
際
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
、
対
象

の
方
の
年
齢
や
住
所
等
の
わ
か
る
も
の

購
入
方
法　

市
民
生
活
課
で
利
用
券
を

受
け
取
り
、
西
武
観
光
バ
ス
秩
父
営
業

所
で
利
用
券
を
提
出
し
、
３
，
０
０
０

円
分
の
バ
ス
回
数
乗
車
券
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
現
金
１
，
５
０
０
円
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

※ 

バ
ス
回
数
券
は
、
西
武
観
光
バ
ス
秩

父
営
業
所
管
内
の
路
線
で
の
み
利
用

が
可
能
。

１
市
民
生
活
課
☎
26

－

１
１
３
３

運
転
免
許
自
主
返
納
者

バ
ス
回
数
券
購
入
助
成
制
度

対　

象　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ

れ
た
方（
申
請
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

申
請
の
際
必
要
な
も
の

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
、
穴
の
開
い
た
免
許
証

※ 

い
ず
れ
も
、
警
察
署
で
の
運
転
免
許

証
自
主
返
納
手
続
き
の
際
に
交
付
。

購
入
方
法　

市
民
生
活
課
ま
た
は
吉

田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉

乗
っ
て
守
ろ
う
公
共
交
通

乗
っ
て
守
ろ
う
公
共
交
通

バ
ス
・
鉄
道
に
乗
ろ
う
！

バ
ス
・
鉄
道
に
乗
ろ
う
！

　

公
共
交
通
機
関
は
、
市
民
の
生
活
の
足
で
あ
り
、
高
齢
者
や
車
を
持
た
な
い
生
徒

な
ど
の
「
交
通
弱
者
」
に
と
っ
て
は
、
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
で
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し
て
お
り
、
そ

の
経
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
走
っ
て
い
る
公
共
交
通
機
関
で
す
が
、
現
在
は
国
や
県
、
市

の
補
助
制
度
に
よ
り
、
路
線
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
少
し
続

け
る
と
、
現
在
の
路
線
を
存
続
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
カ
ー
利
用
の
便
利
さ
を
少
し
我
慢
し
て
、
通
勤
や
お
出
か
け
に
公
共
交
通
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
利
用
促
進
の
た
め
、
高
齢
者
向
け
の
「
お
出
か
け
楽
々
バ

ス
利
用
券
交
付
事
業
」
や
、
通
学
者
向
け
の
「
高
校
生
等
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助

制
度
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
市
民
生
活
課
☎
26

－

１
１
３
３

課
で
利
用
券
を
受
け
取
り
、
西
武
観
光

バ
ス
秩
父
営
業
所
で
利
用
券
を
提
出
、

６
，
０
０
０
円
分
の
バ
ス
回
数
乗
車
券

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
無
料

で
交
付
で
き
ま
す
）

※ 

回
数
券
は
、
西
武
観
光
バ
ス
秩
父
営

業
所
管
内
の
路
線
で
の
み
利
用
が
可
能
。

１
市
民
生
活
課
☎
26

－

１
１
３
３

『
秩
父
市
買
い
物

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
券
』を

交
付
し
ま
す
！

対　

象　

対
象
地
域
（
大
滝
地
区
、
定

峰
地
区
、
上
久
那
地
区
、
田
村
地
区
、

下
山
田
地
区
、
栃
谷
地
区
）
在
住
の
65

歳
以
上
の
方

助
成
金
額　

２
，
０
０
０
円
分
（
年
度

内
１
回
限
り
）

受
付
場
所　

市
民
生
活
課

申
請
の
際
必
要
な
も
の　

保
険
証
・
免
許
証
な
ど
、
対
象
者
の
方

の
年
齢
や
住
所
等
の
わ
か
る
も
の

運
行
時
間　

午
前
中
に
自
宅
か
ら
街
な

か
へ
、
午
後
２
時
ご
ろ
街
な
か
か
ら
自

宅
へ
運
行
。
買
い
物
、
通
院
等
ゆ
っ
く

り
用
事
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
方
法　

秩
父
丸
通
タ
ク
シ
ー
で
１

週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
。
一

度
予
約
を
す
る
と
自
動
的
に
会
員
登
録

さ
れ
ま
す
の
で
、
次
回
の
予
約
は
簡
単

に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
人
か
ら
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

２
運
行
予
約
は
秩
父
丸
通
タ
ク
シ
ー　

（
☎
22

－

３
６
３
３
）
へ

１
市
民
生
活
課
☎
26

－

１
１
３
３



お気軽にお越しください！

ふらっと市長室
●４月15日㈬
９:00～10:00　吉田総合支所
11:00～11:30　伝承館１階
●５月29日㈮
９:00～10:00　大滝総合支所
11:00～11:30　伝承館１階
※ 日程は変更される場合があり
ます。
１秘書広報課☎２２－２５０５

春の全国交通安全運動を実施春の全国交通安全運動を実施

運動の重点目標

スローガン　スローガン　「人も車も自転車も　「人も車も自転車も　
安心・安全　埼玉県」安心・安全　埼玉県」

秩父サイクリングだより秩父サイクリングだより

11

　　　　　自転車普及推進員の髙山一成です。
　　　　２月17日に開催された「みやのかわナイト
バザール」に出展しました。内容は「ＢＭＸスタン
ディングチャレンジ」という、自転車に乗車したま
まの状態で何秒間静止していられるかを競うイベン
トです。参加者の中には３分以上も静止している人
もいました。
　このイベントは、秩父のサイクルスポーツを楽し
まれている皆さんと交流することや、今までサイク
ルスポーツにふれ合ったことの無い方でも気軽に体
験してもらいたいという思いから開催させていただ
きました。当日は、多くの方に参加していただき、
楽しく交流することができました。
　イベントを通じ、ご自身のライフスタイルに合っ
た自転車の楽しみ方をされている方が多くいるよう
に感じました。これからも「サイクリスト＝自転車
愛好家」が増えていくよう、自転車推進に取り組ん
でいきたいと思います。
　４月になり暖かくなって、体を動かしたくなる季
節になりました。四季を肌で感じられる自転車で出
掛けてみましょう！

① 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通
事故防止
　「もしかして・とまる・みる・まつ・たしかめる」を合
言葉に、子どもに交通ルールを守る態度を身につけさせま
しょう。
②自転車の安全利用の推進
　自転車は、車道が原則、歩道は例外です。車道は左側に
寄って通行しましょう。
　４月１日より、自転車保険の加入が義務化されました。
万が一の事故に備え、保険に加入しましょう。
③ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底
　車に乗るときは、後部座席も含めて、シートベルトを着
用しましょう。
④飲酒運転の根絶
　「飲酒運転しない・させない・ゆるさない」をスローガ
ンに、秩父市から飲酒運転をなくしましょう。　
１市民生活課☎２６－１１３３

高
校
生
等

高
校
生
等

　

通
学
定
期
券
購
入
費

　

通
学
定
期
券
購
入
費

補
助
制
度

補
助
制
度

ポテくまくんのテーマソング「ポテくまマーチ」発売中！
市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所でＣＤ１枚500円にて販売

　

公
共
交
通
機
関
（
※
１
）
を
利
用
し

て
通
学
す
る
高
校
生
等
（
※
２
）
の
皆

さ
ん
に
、「
通
学
定
期
券
」
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
１　

対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関
は

西
武
観
光
バ
ス
㈱
秩
父
営
業
所
、
秩

父
鉄
道
㈱
お
よ
び
西
武
鉄
道
㈱
が
運

行
す
る
各
路
線
。

※
２　

高
校
生
等
と
は
、高
等
学
校
生
、

中
学
校
卒
専
門
学
校
生
お
よ
び
５
年

制
の
高
等
専
門
学
校
生
で
あ
っ
て
学

年
が
３
年
生
ま
で
の
人
。

対　

象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
高
校
生
等

●
バ
ス
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助

補
助
金
額　

通
学
定
期
券
購
入
時
、
１

か
月
定
期
券
の
金
額
が
６
，
０
０
０
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
上
限
３
，

０
０
０
円
、
３
か
月
定
期
券
の
金
額
が

１
８
，
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
、
上
限
９
，
０
０
０
円
を
補
助
。

申
請
の
際
に
必
要
な
も
の　

学
生
証

購
入
方
法　

西
武
観
光
バ
ス
㈱
秩
父
営

業
所
で
通
学
定
期
券
を
購
入
す
る
際
、

所
定
の
申
請
書
に
記
入
。
定
期
券
購
入

時
に
係
員
が
申
込
書
の
記
載
内
容
を
確

認
し
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助
額
を
差

し
引
い
て
通
学
定
期
券
を
販
売
。

２
西
武
観
光
バ
ス
㈱
秩
父
営
業
所

　

☎
22

－

１
６
３
５

●
鉄
道
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助

補
助
金
額　

秩
父
鉄
道
ま
た
は
西
武
鉄

道
を
利
用
し
て
通
学
す
る
際
に
か
か
る

定
期
券
購
入
費
が
年
間
で
２
万
円
を
超

え
た
額
に
対
し
て
、
上
限
６
，
０
０
０

円
を
補
助
。

申
請
書
交
付
・
受
付
場
所　

市
民
生
活

課
（
本
庁
舎
２
階
）

※
Ｃ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

※
郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
学
生
証
の
写
し

③
通
学
定
期
券
の
写
し

※
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
定
期
券
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
定
期
券
は
、
更
新
前
の
定
期

券
デ
ー
タ
が
上
書
き
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
、
購
入
ご
と
に
写
し
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

④
印
鑑

⑤
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
補

助
金
の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の　

注　

意　

申
請
は
、
年
度
で
（
４
月
〜

翌
年
３
月
）
１
回
限
り
で
す
。
通
学
定

期
券
の
購
入
費
が
２
６
，
０
０
０
円
を

超
え
る
前
に
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
上
限

額
（
６
，
０
０
０
円
）
に
満
た
な
い
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
１
回
の
定

期
券
購
入
金
額
が
２
６
，
０
０
０
円
に

満
た
な
い
場
合
は
、
複
数
回
購
入
し
た

金
額
の
合
計
が
２
６
，
０
０
０
円
を
超

え
た
段
階
で
申
請
い
た
だ
く
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

２
・
１
市
民
生
活
課
☎
26
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１
１
３
３

４/６㈮

～

４/15 ㈰



122018年４月号

タイ王国・ヤソトン市訪問団募集！

　４月22日㈰に執行される秩父市議会議員選挙の
開票速報を、テレビ埼玉のデータ放送でお知らせ
します。
市のデータ放送を見るには
① テレビのチャンネルをテレ
ビ埼玉（地上デジタル放送
３チャンネル）に合わせる
② テレビリモコンのｄボタン
を押す
③ データ放送画面左下に表示
されるメニューから「秩父
市からのお知らせ」を選び、
リモコンの決定ボタンを押
す
電話で速報を確認するときは
　テレホンサービス（☎０１８０－９９－４９３
４）をご利用ください。
１データ放送については
　秘書広報課☎２２－２５０５

訪問日程　５月10日㈭～15日㈫予定（４泊６日）
募集人数　20人程度
応募条件
・秩父市の姉妹都市であるタイ王国ヤソトン市との交
流に関心がある方
・帰国後、交流事業に積極的に参加できる方
活　動　タイ王国ヤソトン市で、５月第２日曜日に行
われるバンファイ祭りを見学、また、歓迎会に参加す
るなどして、タイ王国の方々と交流を行います。
必要経費　航空運賃などの渡航費用はすべて自己負担と
なります。
２・１４月18日㈬までに秩父吉田ヤソトン会事務局
（吉田総合支所市民福祉課内☎７７－１１１３）へ

テレビで
秩父市議会議員
選挙開票速報

が見られます

昨年の訪問の様子

　

交
通
渋
滞
対
策
実
施
日
（
４
月

28
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈰
の
土･

日･

祝
日
の
７
日
間
、
午
前
７
時
〜
午

後
５
時
）
は
、
羊
山
公
園
内
に
、

関
係
者
以
外
の
一
般
車
両
の
進
入

お
よ
び
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
前
記
の
期
間
外
で
あ
っ

て
も
羊
山
公
園
内
の
駐
車
場
が
満

車
の
際
に
は
、
進
入
を
規
制
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

交
通
渋
滞
対
策
時
の
臨
時
駐
車
場

　

臨
時
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
際

は
、
駐
車
場
使
用
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。

※
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
は
無
料

　

駐
車
場
使
用
料
は
、
警
備
員
に

よ
る
交
通
整
理
、
駐
車
場
警
備
の

充
実
、
交
通
渋
滞
対
策
実
施
日
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
（
パ
ー
ク
＆

バ
ス
ラ
イ
ド
）
等
の
運
営
費
用
に

充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

交
通
渋
滞
対
策
実
施
日
以
外

は
、
羊
山
公
園
内
の
駐
車
場
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
市
報
３
月
号
６
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
芝
桜
の
丘
」
開
花
期
に

交
通
渋
滞
対
策

交
通
渋
滞
対
策

を
実
施
！

を
実
施
！

※ 開花期間中の交通渋滞対策の実施日（７日間）については、
羊山公園内の駐車場は、利用できません。なお、地図中
付近に警備員を配置しますので、その指示に従ってくださ
い。芝桜開花期間中、羊山公園を利用される方には、大変
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。
１市民生活課☎２６－１１３３

交通渋滞対策実施日における対策箇所(予定）

臨時駐車場 車　種 収容台数 駐車場使用料
ミューズパーク 乗用車（軽・バイク含む） 450台 無料
羊山公園
臨時駐車場 乗用車（軽・バイク含む）1,200台 乗用車500円

バイク200円

※ 交通渋滞対策実施日はミューズパーク・羊山公園臨時駐車場か
ら、羊山公園まで無料シャトルバスを運行します。
※ 大型・マイクロバスは臨時駐車場へ駐車できません。バス専用
駐車場は、予約申し込みが必要です。詳しくは、Ｃ秩父観光な
びをご覧ください。なお、乗用車（軽含む）、バイクの予約はあ
りません。

対策予定道路※
R140

R299

秩父駅

御花畑駅

横瀬駅

西武秩父駅

秩父駅

御花畑駅

横瀬駅

西武秩父駅

市役所市役所

姿の池

芝桜
植栽地

上野町交差点
羊山公園臨時駐車場

坂氷交差点

園
公
山
羊

園
公
山
羊

芝桜の丘

Ｐ



１
い
け
ば
な
松
風
秩
父
支
部　

平
沼

　

☎
24

－

２
３
３
４

第
15
回
子
ど
も
の
放
課
後
を

豊
か
に
す
る
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

風
薫
る
音
香
る
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

５
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

出　

演　

澤
畑
恵
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

岸
波
愛
学
（
テ
ノ
ー
ル
）、
谷
池
重
紬

子
（
ピ
ア
ノ
）

内　

容　

風
薫
る
５
月
美
し
い
歌
声
に

心
癒
す
こ
と
が
障
が
い
児
者
支
援
に
繋

が
り
ま
す
。（
３
，
０
０
０
円
）

１
障
が
い
者
活
動
セ
ン
タ
ー
・
キ
ッ
ク

オ
フ
☎
24

－

５
０
０
４

ス
カ
リ
作
品
展

と　

き　

４
月
21
日
㈯
〜
22
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
最
終
日
は
午

後
３
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
歴
史

文
化
交
流
フ
ロ
ア
ー

内　

容　

ス
カ
リ
は
草
素
材
で
昔
秩
父

の
山
人
が
道
具
な
ど
を
入
れ
た
背
負
い

編
袋
で
す
。（
入
場
無
料
）

１
ス
カ
リ
サ
ー
ク
ル　

米

　

☎
０
９
０

－

２
１
７
８

－

３
２
７
６

い
け
ば
な
松
風　

秩
父
支
部
展

と　

き　

４
月
21
日
㈯
〜
23
日
㈪
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午
後
５

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

矢
尾
百
貨
店
催
事
場

内　

容　

爽
や
か
な
、
色
と
り
ど
り
の

花
々
の
共
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
入
場
無
料
）

１ ちちぶ芸術祭実行委員会
事務局（生涯学習課）

　☎２２－０４２０

　秩父地域で開催されるさ
まざまな芸術イベントを紹
介します。

芸術のまち ちちぶ 芸術のまち ちちぶ 
イベントインフォメーションイベントインフォメーション
（５月20日までのイベント）（５月20日までのイベント）

　
「
平
成
30
年
度
羊
山
公
園
内
駐
車

場
市
民
利
用
券
」
は
市
報
３
月
号
７

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

平成30年
羊山公園「芝桜の丘」 秩父市民無料入園券

引　換　券

有料期間中　１回限り有効（２人まで）

● この券を「芝桜の丘」内の入園券売場に持参の上、無
料入園券と引き換えてください。

● 芝桜の見ごろの有料期間にご利用いただけます。
　（有料時間　午前８時～午後５時）
●この券の複製、コピーによる使用はできません。

平成30年
羊山公園「芝桜の丘」 秩父市民無料入園券

引　換　券

有料期間中　１回限り有効（２人まで）

● この券を「芝桜の丘」内の入園券売場に持参の上、無
料入園券と引き換えてください。
● 芝桜の見ごろの有料期間にご利用いただけます。
　（有料時間　午前８時～午後５時）
●この券の複製、コピーによる使用はできません。

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リキ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

有
料
期
間　

５
月
６
日
㈰
ま
で
の
期
間
の

う
ち
、
花
の
見
ご
ろ
の
期
間
（
各
日
午

前
８
時
〜
午
後
５
時
）

芝
桜
の
丘
無
料
入
園
券
引
換
券
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

 

下
の
引
換
券
を
切
り
取
っ
て
、「
芝

桜
の
丘
」
内
の
入
園
券
売
場
に
持
参

の
上
、
無
料
入
園
券
と
引
き
換
え
て

く
だ
さ
い
。

１
都
市
計
画
課
☎
26

－

６
８
６
７

「
芝
桜
の
丘
」
は有料

で
す

開
花
期
間
中

開
花
期
間
中

区　　　　分 個　　人 団体（※１）

一般　 中学生およびこれに相当する方を除く
満15歳～75歳未満の方

300円 1人につき
250円　　

市外　満75歳以上（※２） 250円

市民　満75歳以上（※２） 無料

中学生以下 無料

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健

福祉手帳をお持ちの方（※２）
無料（券売所で手帳を提示の上
無料券を受け取ってください）

※1「団体」：入園料を支払う方が20人以上の場合
※2 「芝桜の丘」入園券販売窓口に、住所・年齢等の確認ができるものを
提示してください。羊山公園内の入園券販売所以外では無料・割引の
対応はできませんのでご注意ください。

谷池重紬子
（ピアノ）

岸波　愛学
（テノール）

澤畑　恵美
（ソプラノ）

引引引引引引引引引引引引引引引　換換換換換換換換換換換換換換換　券券券券券券券券券券券券券券券券引引引引引引引

料料料料料期間期 中　中　中　中中 １回１回１回１回回１回限り限り限り限り有効有効有効有効有 （２（２（２（２人ま人ま人ま人 で）で）で）で）２２２人ま人人ま人まででで）で）料料料料料期間期間期間期 中中中中料料料期期期期 ままままでででで）で）

、、無、無、券を券を券を券を券 「芝「芝「芝芝桜の桜桜の桜の丘丘」丘」丘」内の内の内の内ののの入園入園園券売券売券売券売場に場に場に場 持参参持参参の上の上のの上、、、
園園券園券園券園 と引と引と引引き換き換き換えてえてえてえてくだくだくだく さいさいさいさいさい。。。。。

見本見本 引引引引引引引引引引引引引引引　換換換換換換換換換換換換換換換　　券券券券券券券券券券券券券券券券引引引引引引引

））））有料料料料有料期間間期 中　中　中中　中 １回回１回１回１回回限り限り限り限りり有効有効有効有効有 （２（２（２２（ 人ま人ま人ま人までででで２２２人ま人ま人ま人 でででで）有料有料有料料有料期間期間間間中中中中

上上上上上、、、、ののの券を券を券を券を「芝芝「芝芝桜の桜ののの丘」丘」丘」丘」内の内の内の内の内 入園入園入園券売券売券売券売場に場に場に持参参持参参の上の上の上の上上
入入入園券園券園園 と引と引と引と き換き換き換換えてえてえてててくだくだくだくだださいさいさいさいさい。

見本見本
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下
郷
児
童
館

※ 

平
成
30
年
４
月
よ
り
、
宮
地
児
童
館

は
下
郷
児
童
館
（
旧
下
郷
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

下
郷
児
童
館
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
遊
び
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
と

身
体
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

●
乳
幼
児

　

ダ
ン
ス
や
手
遊
び
、
紙
芝
居
、
毎
週

親
子
で
楽
し
め
る
工
作
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
月
１
回
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
ま
た
は
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
育
児
相
談
、
身
体

測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

●
小
・
中
学
生
、
18
歳
未
満
の
学
生

　

夏
に
は
お
祭
り
広
場
、
冬
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
館
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

※ 

乳
幼
児
も
開
館
中
は
い
つ
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

休
館
日　

日
曜
日
、

祝
祭
日
、
年
末
年
始

１ 

下
郷
児
童
館
（
阿

保
町
27

－

９
）

　

☎
24

－

１
７
０
０

中
村
児
童
館

　

乳
幼
児
親
子
、
小
中
学
生
を
対
象
に

お
ば
け
や
し
き
や
児
童
館
ま
つ
り
な
ど

季
節
の
楽
し
い
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
本
や
漫
画
が
い
っ
ぱ
い
の
図
書
室
、

親
子
で
ゆ
っ
た
り
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
の

部
屋
（
和
室
あ
り
）、
三
輪
車
や
ミ
ニ

カ
ー
に
乗
れ
る
ホ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

雨
の
日
も
屋
内
で
遊
べ
、
砂
場
や
遊
具

も
充
実
の
広
い
庭
で
元
気
に
遊
べ
ま
す
。

対　

象　

乳
幼
児
、小
中
学
生
の
児
童
、

18
歳
未
満
の
学
生

※ 

未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

開
館
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

休
館
日　

日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

１
中
村
児
童
館
☎
22

－

０
７
１
３

（
中
村
町
２

－

10

－

14
）

魅
力
い
っ
ぱ
い
！
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

魅
力
い
っ
ぱ
い
！
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

児
童
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

自
立
支
援
給
付
金
制
度
を

自
立
支
援
給
付
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ひ
と
り
親
家
庭
（
父
子
家
庭
も
含
み

ま
す
）
の
親
の
就
業
支
援
と
し
て
、
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

●
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

就
職
に
必
要
な
資
格
や
技
能
を
身
に

付
け
る
た
め
に
教
育
訓
練
講
座
を
受
講

す
る
場
合
に
、
受
講
費
用
の
一
部
を
支

給
し
ま
す
。

対　

象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
児
童
扶
養
手

当
支
給
水
準
の
ひ
と
り
親
世
帯

②
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に

つ
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

③
過
去
に
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
講
座　

雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
等

支
給
額　

①
雇
用
保
険
制
度
か
ら
一
般

教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、講
座
終
了
後
に
、

対
象
講
座
の
受
講
料
の
60
％
相
当
額
を

支
給
（
１
２
，
０
０
１
円
〜
20
万
円
を

上
限
）
②
雇
用
保
険
制
度
か
ら
一
般
教

育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
①
に
定
め
る
額
か
ら
雇

用
保
険
制
度
の
一
般
教
育
訓
練
給
付
金

支
給
額
を
差
し
引
い
た
額
。

※
講
座
を
受
講
す
る
際
は
、
必
ず
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

●
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

就
職
の
際
に
有
利
と
な
る
資
格
を
取

得
す
る
た
め
、
養
成
機
関
で
修
業
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
、
訓
練
促
進
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
後
に

修
了
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　

象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
児
童
扶
養
手

当
支
給
水
準
の
ひ
と
り
親
世
帯

②
養
成
機
関
に
お
い
て
１
年
以
上
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

③
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
で
あ
る
こ
と

④
過
去
に
訓
練
促
進
給
付
金
ま
た
は
修

了
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
資
格　

看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
美
容
師
、
製
菓
衛
生
士
等　

支
給
期
間　

対
象
と
な
る
資
格
の
修
業
す

る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
（
そ
の
期
間

が
36
月
を
超
え
る
と
き
は
、
36
月
）

支
給
額

○
訓
練
促
進
給
付
金

非
課
税
世
帯　

月
額
10
万
円

課
税
世
帯　
　

月
額
７
０
，
５
０
０
円

○
修
了
支
援
給
付
金

非
課
税
世
帯　

５
０
，
０
０
０
円

課
税
世
帯　
　

２
５
，
０
０
０
円

※
申
請
の
際
は
、
事
前
相
談
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

　次の方から、社会福祉のた

めに寄附をいただきました。

温かな善意に感謝し、ご紹介

します。（平成30年２月）

▼２月21日、匿名様から、

5,500円

ご寄附ありがとう
ございました
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　20歳以上の方は、学生であっても国民年金
に加入しなければなりません。しかし、学生
の方は一般的に所得が少ないため、本人の所
得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予されるのが、「学生納付特例制度」で
す。
対象となる学生

　学校教育法に規定する大学（大学院）、短大、高等専門学校、
専修学校および各種学校（１年以上の修学課程に限る）、一
部海外大学の日本分校に在学する方
申請に必要なもの　
学生証・年金手帳・印鑑・個人番号カード（写真付）または
通知カード
学生納付特例の承認期間
　４月から翌年３月までとなりますが、次の年度も在学予定
の場合、４月初めにハガキ形式の申請書が送られますので、
引き続き学生の方は必要事項を記入の上ご返送ください。
※在学する学校が変わった際は窓口で申請が必要です。
１秩父年金事務所☎２７－６５６０
　保険年金課国民年金担当☎２５－５２０１
　　吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　　吉田☎７２－６０８２　大滝☎５５－０８６３
　　荒川☎５４－２３９５

　家庭の省エネ推進のため、省エネ性能に優れた冷蔵庫を
新たに購入し、それまで使用していた冷蔵庫をリサイクル
処理に出す市民の皆さんに、買い替え費用の一部を助成し
ます。
助成要件
・使用している冷蔵庫（買い替え前のもの）をリサイクル
処理に出すこと

・４月１日以降に秩父市内の販売店で、次の要件を満たす
新品の冷蔵庫を購入すること

・統一省エネルギーラベル４つ星または５つ星（目標年度
２０２１年基準）であるもの

・定格内容積が３００リットル以上であるもの
・購入した冷蔵庫を申請者自らが居住する市内の住宅（自
宅）で使用すること

・申請者に市税の滞納がないこと
・申請者または申請者と生計を同じくする人が過去にこの
助成金の交付を受けていないこと

助成金額　２万円
申請書類
秩父市省エネ家電買い替え助成金交付申請書兼請求書
（添付書類）
⑴家電リサイクル券排出者控の写し
⑵新しく購入した冷蔵庫の領収書の写し
⑶ 未納税額のないことの証明書（市税納税状況の確認に係
る同意をする場合は不要）

申請方法
・申請書類を環境立市推進課（歴史文化伝承館４階）へ指
定期間内（フロー参照）に提出してください。
・申請は郵送でも可能ですが、指定期間内必着とします。
書類の到達が確認できる郵便（書留等）でお送りください。

１環境立市推進課（☎２２－２３７８）

　子育てについての相談ができ、おかあさん応
援講座、ミニコンサートや楽しいイベントが盛
りだくさん！皆さんの楽しい子育てを応援します。
●子育てなんでも相談
と　き　月～金曜日　午前９時～午後４時（土・
日、祝祭日、年末年始を除く）
相談方法　子育て支援相談員がご相談に応じま
す。☎での相談もできます。
●ひよこの日（０～１歳児対象）
と　き　毎週木曜日　午前10時30分～11時
内　容　親子のふれあいあそびやおしゃべり会
●ひよこカフェ（乳幼児が対象）
と　き　毎週火・水・木曜日
午後１時～３時
内　容　少人数の利用でのんびり遊べます。子
育て支援スタッフとおしゃべりしませんか。
※ 絵本の読みきかせやコンサートをしていただ
けるボランティアを募集しています。
１秩父市子育て支援センター
　（中村児童館内、
　中村町２－10－14）
　☎２２－７２８２

国民年金
だ よ り 「学生納付特例制度」

「秩父市子育て支援センター」を
ご利用ください！

「都市鉱山からつくる　みんなのメダルプロジェクト」にご協力を！
お問い合わせは、生活衛生課（☎２５－５２０２）へ

省エネ型冷蔵庫への省エネ型冷蔵庫への
買い替えに助成金を交付します！買い替えに助成金を交付します！

４月10日㈫から

助成金申し込みの流れ

抽選（結果は郵送で通知）

予定件数（100件）を
超えた場合

当選した場合

予定件数以下の場合

・4月1日㈰以降に冷蔵庫の購入（※）、設置　
　※平成30年4月1日㈰以降であれば申請受付期間開始前でも可
・お使いの冷蔵庫（買い替え前のもの）をリサイクル処理に出す

助成金交付申請書兼請求書と添付書類⑴⑵を販売店から受け取る

助成金申請受付期間
4月10日㈫～5月18日㈮　※土・日・祝を除く
申請書類を環境立市推進課（歴史文化伝承館４階）に提出

助成金交付
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「
飲
む
だ
け
で
誰
で
も
簡
単
に
内
臓

脂
肪
や
皮
下
脂
肪
が
減
り
痩
せ
る
効
果

が
得
ら
れ
る
」、「
こ
れ
で
腰
痛
、
膝
痛

が
治
っ
た
」、「
長
年
悩
ん
で
い
た
慢
性

病
が
治
っ
た
」
等
の
薬
事
的
効
果
を
う

た
っ
た
健
康
食
品
の
広
告
を
見
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

健
康
食
品
は
薬
効
を
う
た
い
販
売
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
中
に
は
直
接

効
能
・
効
果
を
う
た
わ
ず
、
含
有
し
て

い
る
成
分
の
一
つ
を
使
い
「
○
○
は
○

○
に
効
果
が
あ
る
」
と
い
か
に
も
そ
の

商
品
は
効
果
が
あ
る
と
消
費
者
が
勘
違

い
し
そ
う
な
広
告
も
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
体
験
談
を
使
っ
た
広
告
は

「
私
に
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
」
と
思

わ
せ
る
宣
伝
方
法
で
す
。

　

健
康
食
品
も
人
に
よ
っ
て
は
効
果
が

得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
偶
然
の
結
果
や
他
の
要
因
の

場
合
も
あ
り
、
確
実
に
効
果
が
出
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　

薬
効
を
う
た
い
健
康
食
品
を
大
量
に

買
わ
さ
れ
、

説
明
さ
れ
た

よ
う
に
飲
ん

だ
が
体
調
が

お
か
し
く
な

っ
た
、
解
約

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
（
通
称
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
内

に
あ
る
宅
地
に
つ
い
て
、減
額
補
正（
補

正
率
は
０
．
８
）
を
行
い
、
評
価
を
引

き
下
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
１
月

１
日
以
降
に
新
築
、
増
築
さ
れ
た
家
屋

は
、
新
し
く
改
正
さ
れ
た
評
価
基
準
に

基
づ
い
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
前

の
家
屋
は
新
し
い
評
価
基
準
で
建
築
費

を
再
計
算
し
、
そ
れ
に
経
年
減
点
補
正

率
を
乗
じ
て
、
新
し
い
評
価
額
を
算
定

し
ま
す
。
な
お
、
新
し
い
評
価
額
が
、

評
価
替
え
の
前
年
度
の
評
価
額
を
上
回

る
場
合
は
、
評
価
替
え
の
前
年
度
の
評

価
額
が
据
え
置
か
れ
ま
す
。

土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

土
地
・
家
屋
の
地
目
や
構
造
、
面
積
、

評
価
額
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
市

に
備
え
付
け
る
も
の
で
、
地
区
別
、
所

在
地
順
に
内
容
を
列
記
し
て
お
り
、
平

成
30
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
の
土

地
・
家
屋
に
対
し
て
課
す
固
定
資
産
税

の
納
税
者
が
各
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間
・
場
所　

４
月
１
日
（
４
月
１
日

が
土
曜
日
・
日
曜
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

〜
５
月
31
日
㈭
の
平
日
に
資
産
税
課
、

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

薬
効
を
う
た
っ
た

健
康
食
品
の
広
告
に
注
意

し
た
い
と
い
う
相
談
が
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
者

の
中
に
は
「
薬
を
飲
ん
だ
」、「
薬
を
食

べ
た
」と
言
わ
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
が
、

健
康
食
品
は
あ
く
ま
で
も
「
食
品
」
で

す
。「
医
薬
品
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
広
告
は
、
薬

効
を
う
た
っ
た
り
、
消
費
者
が
勝
手
に

効
能
・
効
果
を
期
待
、
勘
違
い
し
て
購

入
し
て
く
れ
る
こ
と
を
狙
っ
た
広
告
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
美
容
を
目
的
と
し
た
健
康
食

品
で
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
、

ま
た
消
化
器
障
害
や
皮
膚
障
害
が
発
症

し
た
等
の
事
故
情
報
が
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
過
剰

に
摂
取
し
た
り
、
誤
っ
て
使
用
す
る
と

健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に

「
薬
」
を
飲
ん
で
い
る
方
は
自
己
判
断

せ
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

体
調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
直
ち
に
摂

取
を
中
止
し
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

り
保
健
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

商
品
購
入
に
あ
た
っ
て
は
少
量
で
試
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

参　

考　

国
立
健
康

・
栄
養
研
究
所
Ｃ

「
健
康
食
品
」
の
安

全
性
・
有
効
性
情
報

秩
父
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

☎
25

－

５
２
０
０

※
イ
ラ
ス
ト
：
消
費
者
庁
イ
ラ
ス
ト
集
よ
り

※ 

縦
覧
で
き
る
内
容
や
必
要
な
書
類
な

ど
の
要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書（
納
付
書
）

は
、
４
月
下
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

　

固
定
資
産
の
価
格
に
異
議
の
あ
る
方

は
、
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日

以
後
３
か
月
以
内
に
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
が
で
き

ま
す
。

１
資
産
税
課
☎
25

－

６
０
７
６

平
成
30
年
度
は
３
年
に
一
度
の

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
で
す

※印： 一般競争入札、指名競争入札は「落札率」、随意契約は「契約率」を表します。
１工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課☎25－5216

（税込500万円以上）（税込500万円以上）公共工事の入札結果公共工事の入札結果
入札
契約
方法

契約日
【完成予定】

事　業　名
【事業場所】

契約金額
【予定価格】
（税込／円）

率
※

契約業者 工事担当課

指名
競争
入札

2月19日
【３月】

こまどり荘改修工事
（濾過機改修その１）
【中津川447番地】

8,359,200
【8,964,000】

93.25%
㈱カネミツ設
備

大滝・地域振興課
☎55-0861

2月26日
【３月】

秩父第一中学校普通
教室棟建具改修第１
期工事
【滝の上町９番22号】

5,983,200
【6,077,160】

98.45%
㈱ウッディー
コイケ

建築住宅課
☎26-6869



17

平
成
30
年
度
　
市
税
等
納
期
の
お
知
ら
せ

※
見
や
す
い
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
目
等
・
納
期
限
（
口
座
振
替
日
）

平
成
30
年

平
成
31
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

市
・

県
民

税
１
期

７
/２
㈪

２
期

８
/3
1㈮

３
期

10
/3
1㈬

４
期

１
/3
1㈭

固
定

資
産

税
１
期

５
/3
1㈭

２
期

７
/3
1㈫

３
期

12
/2
5㈫

４
期

２
/2
8㈭

軽
自

動
車

税
１
期

５
/3
1㈭

国
民
健
康
保
険
税

１
期

７
/3
1㈫
２
期

８
/3
1㈮
３
期

10
/１
㈪
４
期

10
/3
1㈬
５
期

11
/3
0㈮
６
期

12
/2
5㈫
７
期

１
/3
1㈭
８
期

２
/2
8㈭

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護

保
険

料
（ 年 金 天 引 ）

特 別 徴 収

市
・

県
民

税

該
当
と
な
っ
た
税
目
等
に
つ
い
て
の
み
、

４
月
 ・
 ６
月
 ・
  
８
月
 ・
 1
0月
 ・
 1
2月
 ・
  
２
月
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

休
日
納
税
窓
口
（
本
庁
の
み
）

（
毎
月
最
終
日
曜
日
）
４
/2
9
５
/2
7
６
/2
4
７
/2
9
８
/2
6
９
/3
0
10
/2
8
11
/2
5
12
/2
3
１
/2
7
２
/2
4
３
/3
1

◎
夜
間
納
税
窓
口
を
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日（
休
日
の
場
合
は
前
日
）に
開
設
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
17
:
15
～
19
:
15
　
本
庁
の
み
）

◎
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の
日
に
振
り
替
え
ま
す
の
で
、
預
貯
金
の
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◎
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
納
税
通
知
書
・
決
定
通
知
書
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
市
税
等
の
納
付
に
関
す
る
こ
と
 

収
納
課
 

☎
２
２
－
２
２
１
０

・
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、 

市
民
税
課
 

☎
２
２
－
２
２
０
９

　
軽
自
動
車
税
等
の
課
税
に
関
す
る
こ
と

・
固
定
資
産
税
の
課
税
に
関
す
る
こ
と
 

資
産
税
課
 

☎
２
５
－
６
０
７
６

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
関
す
る
こ
と
 
保
険
年
金
課
 
☎
２
５
－
５
２
０
１

・
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
 

高
齢
者
介
護
課
 ☎
２
５
－
５
２
０
５



ＷＨＯ
世界基準の

安全・安心なまちづくり

第46号

国際認証都市
セーフコミュニティちちぶ

学
校
や
保
育
所
に
お
け
る
ケ
ガ
の
予
防

学
校
や
保
育
所
に
お
け
る
ケ
ガ
の
予
防

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ち
ち
ぶ

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ち
ち
ぶ

　

ま
た
、
い
じ
め
を
予
防
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
、
取
り
組
み
の
効
果
を
検
証

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

表
２
は
、
市
立
保
育
所
に
お
け
る

ケ
ガ
の
発
生
件
数
で
す
。
平
成
28
年

4
月
か
ら
各
保
育
所
に
お
い
て
集
計

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
の

安
全
対
策
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
、

学
校
や
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
と
連

携
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
予
防
対
策

を
研
究
・
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
危
機
管
理
課
☎
22

－

２
２
０
６

　

小
中
学
校
と
も
、
毎
年
約
２
０
０

件
以
上
の
ケ
ガ
が
発
生
し
て
お
り
、

小
学
校
で
は
「
休
憩
時
間
」
が
、
中

学
校
で
は
「
体
育
的
部
（
ク
ラ
ブ
）

活
動
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
も
予
防
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
委
員

会
で
は
、
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
推
進
校

と
連
携
し
、
校
内
の
「
安
全
マ
ッ
プ

の
作
成
」
や
部
活
動
に
お
け
る
「
安

全
点
検
」（
写
真
１
）
お
よ
び
準
備
・

整
理
運
動
（
写
真
２
）
な
ど
を
定
め

た
「
安
全
指
針
」
の
策
定
を
行
い
、

ケ
ガ
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

集
計
結
果
に
基
づ
く
簡
易
分
析
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
同
士
が
ぶ

つ
か
る
こ
と
に
よ
る
ケ
ガ
が
最
も
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

分
析
結
果
に
つ
い
て
は
各
保
育
所

間
で
情
報
共
有
し
、
日
頃
か
ら
ケ
ガ

予
防
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
委
員

会
で
は
、
市
立
保
育
所
と
連
携
し
、

子
ど
も
が
自
発
的
な
行
動
か
ら
ケ
ガ

を
予
防
で
き
る
よ
う
、「
危
険
予
測

学
習
」（
写
真
３
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

（
病
院
で
受
診
が
必
要
な
ケ
ガ
）
に

よ
る
市
内
小
・
中
学
校
の
ケ
ガ
の
件

数
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

表１

2018年４月号 18

写真１

写真２

写真３

年　　度
市立保育所
でのケガ発生件数
（全5施設）

平成29年度
１５７件

（４月～12月）

平成28年度 ３６０件

表２

通話料無料！防災行政無線の放送内容が聞きづらい場合は電話で確認ができます。
防災無線ダイヤル カクニンくん☎０８００－８００－５７４７

（年度）

学校におけるケガ発生件数（件数）
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水道局からのお知らせ水道局からのお知らせ
「障がい者等災害時援助用「障がい者等災害時援助用

バンダナ」が完成！バンダナ」が完成！

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
７
９
回

と　

き　

４
月
21
日
㈯
夜
７
時
〜

★
地
酒
バ
ル

　

秩
父
の
日
本
酒
を
楽
し
も
う
！

★
笠
鉾
の
引
き
廻
し

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
ま
ん
ま
る
ま
つ
り

　

詳
細
は
チ
ラ
シ
に
て

★
み
や
の
か
わ
商
店
街

　

ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
体
験
コ
ー
ス
！

★
秩
父
屋
台
囃
子
実
演
会

★
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
に
お
店
を
出
そ
う

　

参
加
者
募
集
中
！　

ご
希
望
の
方
は

安
田
☎
22

－

０
５
１
１
ま
で

★
福
引
大
会

参
加
方
法　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
福
引

き
会
場
へ
市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
福

引
き
に
一
回
参
加
で
き
ま
す
。（
１
人

１
枚
ま
で
）

※
市
報
は
お
返
し
し
ま
す
。
景
品
は
な

く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
に
て
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
開
催
！

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
」
は
、
秩
父
の

農
産
物
や
地
域
特
産
品
の
魅
力
を
よ
り

広
く
伝
え
る
た
め
、
生
産
者
や
秩
父
の

商
店
主
が
消
費
者
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

自
社
の
商
品
を
販
売
・
Ｐ
Ｒ
で
き
る
地

域
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

毎
月
第
一
日
曜
日
開
催（
11
月
ま
で
）

と　

き　

５
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ウ
ニ
ク
ス
秩
父
内
ザ･

チ
ャ

レ
ン
ジ
秩
父
周
辺

秩
父
内
外
か
ら
様
々
な
お
店
が
出
店
！

・
い
ろ
い
ろ
な
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

を
実
施
！
（
先
着
３
５
０
人
）

・
親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
検
定
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ
ー

ム
で
高
得
点
を
目
指
し
て
お
好
み
の
お

菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ
う
！

出
店
者
募
集
中
！

出
店
条
件　

秩
父
お
よ
び
秩
父
を
中
心

と
し
た
周
辺
エ
リ
ア
に
関
連
す
る
生
産

者
、
商
業
者
、
団
体
等
。
企
業
の
Ｐ
Ｒ

も
大
歓
迎
で
す
。

※
出
店
費
用
と
し
て
、
１
，
０
０
０
円

分
の
景
品
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

１
チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
実
行
委
員
会

（
ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
秩
父
内
）

３cf.u
n
icu
s@
gm
ail.co

m

済印

見
て
！
聞
い
て
！
遊
ぼ
う
！

　引っ越しなどで水道を使い始めるときや、使用
を休止するときは、ちちぶ広域水道お客様セン
ターにご連絡ください。
◇水道のご使用を「開始」するとき
◇水道のご使用を「休止」するとき
◇水道のご使用名義が「変わる」とき
※ 所有者名義の変更は、別途手続きが必要となり
ます。
　引っ越しなどの予定が決まりましたら、3営業
日前までに電話でご連絡ください。
　休止のお届けがないと使用されていなくても基
本料金がかかりますのでご注意ください。

　秩父地域内での転居の
場合、旧住所にて口座振
替をご利用の方は、その
継続ができますので、そ
の旨をお伝えください。
１水道局（ちちぶ広域水
道お客様センター）
☎２５－５２２１

　地震などの災害が起きた際に、身体障がいのある方
に身に着けていただくことで、周囲に体が不自由であ
ることを周知し支援や助けを求めたりするための「障
がい者等災害時援助用バンダナ」を作成しました。
　このバンダナは、視覚障がいの方と、内部障がいの
身体障害者手帳１・２級の方に、障がい者福祉課また
は各総合支所市民福祉課で希望者にお渡しします。
（視覚障がいの方は片面にリベットをつけて、指で使
用面がわかるように加工してからお渡しいたします）
１障がい者福祉課☎２７－７３３１２７－７３３６

「ちちぶ安心・安全メール」にて、防災・防犯情報、防災行政無線放送の内容、火災情報を配信中！
右のＱＲコードを読み取るか、t-chichibu@sg-m.jpに本文が空白のままメールを送ってください。



福
祉
手
当
・

福
祉
手
当
・

福
祉
医
療
費

福
祉
医
療
費

202018年４月号2018年４月号

①
特
別
児
童
扶
養
手
当

対　

象　

一
定
の
障
が
い（
※
）が
あ
る

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
方

※ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
診
断
書
に

よ
り
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方
（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
〜
３
級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、

Ａ
、
Ｂ
を
お
持
ち
の
方
）
た
だ
し
、

同
居
の
家
族
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
場
合
は
支
給
停
止

手
当
額
（
平
成
30
年
度
か
ら
）

１
級　

月
額
５
１
，
７
０
０
円

（
＋
２
５
０
円)

２
級　

月
額
３
４
，
４
３
０
円

（
＋
１
６
０
円
）

・ 

対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

②
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対　

象　

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

Ⅰ
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
市
・
県
民
税

非
課
税
の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
。

・
内
部
障
が
い
お
よ
び
そ
の
他
疾
患

で
、
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
絶
対
安
静
の
方

・
精
神
障
が
い（
知
的
障
が
い
を
含
む
）

で
、
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
が
必
要
な
方

※
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
一
定
期

間
支
給
停
止
。

手
当
額
（
平
成
30
年
度
か
ら
）

月
額
２
６
，９
４
０
円
（
＋
１
３
０
円
）

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

・
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３

カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

⑤
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
を
お

持
ち
の
方

・
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
お
持
ち
の
方

・
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方

・
65
歳
以
上
で
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
「
障
害
認
定
」
を

受
け
た
方

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
65
歳
以
上
で
新
た
に
手
帳
取
得
さ
れ

た
方
（
更
新
に
よ
り
新
た
に
該
当
要

件
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
方
を
含
む
）

在
宅
重
度
心
身
障
害
者

自
動
車
等
燃
料
費
補
助
金

対　

象　

市
内
在
住
で
、
本
人
ま
た
は

Ⅱ
20
歳
未
満
で
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

ま
た
は
２
級
と
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は

Ａ
を
重
複
し
て
お
持
ち
の
方
（
他
の

手
当
を
受
け
て
い
て
も
対
象
）

手
当
額　

月
５
，
０
０
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
Ⅱ
以
外
は
、
他
の
手
当
を
受
け
て
い

る
方

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

・
65
歳
以
上
で
新
た
に
手
帳
を
取
得
し

た
方

③
障
害
児
福
祉
手
当

対　

象　

障
が
い
が
あ
る
た
め
、
常
時

介
護
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

※
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
一
定
期

間
支
給
停
止

手
当
額
（
平
成
30
年
度
か
ら
）

月
額
１
４
，
６
５
０
円
（
＋
70
円
）

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

④
特
別
障
害
者
手
当

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方

・
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

２
つ
以
上
あ
る
方

・
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

１
つ
あ
り
、
さ
ら
に
国
民
年
金
法
２

級
程
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
方

・
肢
体
不
自
由
で
、
国
民
年
金
法
１
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要

な
方

同
居
か
つ
同
一
生
計
の
親
族
所
有
の
自

動
車
等
を
自
ら
運
転
し
て
い
る
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３

級
を
お
持
ち
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３

級
を
お
持
ち
の
視
覚
障
が
い
者
と
同

居
し
同
一
生
計
で
、
移
動
支
援
を

行
っ
て
い
る
方　
　
　

③
療
育
手
帳
Ⓐ
、Ａ
、Ｂ
を
お
持
ち
の
方

④
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
お
持
ち
の

知
的
障
が
い
者
と
同
居
し
同
一
生
計

で
、
移
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
方　

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方

※
秩
父
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
難

病
患
者
通
院
交
通
費
補
助
金
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
。

補
助
額　

使
用
燃
料
１
ℓ
に
つ
き
50
円

（
１
か
月
の
補
助
対
象
限
度
量
：
自
動

車
20
ℓ
、
バ
イ
ク
5
ℓ
）

請
求
期
間　

前
期
分
（
３
月
〜
８
月
）
は

９
月
10
日
㈪
ま
で
、
後
期
分
（
９
月
〜

平
成
31
年
２
月
）
は
平
成
31
年
３
月
10

日
㈰
（
土
・
日
・
祝
日
を
の
ぞ
く
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

新
規
申
請
の
方
は
次
の
書
類

を
持
っ
て
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
各
種
障
害
者
手
帳

②
運
転
免
許
証

③
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
標
識
交
付
証

明
書

④
印
鑑

※
補
助
金
の
受
給
資
格
は
、
認
定
さ
れ

た
月
か
ら
発
生
し
ま
す
。

障がい者福祉課
からのお知らせ

１障がい者福祉課☎２７－７３３１２７－７３３６
　吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　　吉田☎７２－６０８２　大滝☎５５－０８６５
　　荒川☎５４－２１１６

障
が
い
者
の
た
め
の

①
〜
⑤
の
手
当
、
医
療
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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難
病
患
者
通
院
交
通
費
補

助
金

対　

象　

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、

指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
指
定
難
病

医
療
受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
受
給
者
証
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

で
難
病
の
治
療
の
た
め
市
外
の
病
院
等

に
通
院
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
慢
性
腎

不
全
の
た
め
人
工
透
析
を
行
っ
て
い
る

方
で
、
市
外
の
病
院
等
に
通
院
し
て
い

る
方
（
吉
田
地
区
、
大
滝
地
区
、
荒
川

地
区
在
住
の
場
合
、
秩
父
地
区
の
病
院

等
に
通
院
し
て
い
る
方
も
対
象
）

※
自
動
車
等
燃
料
費
補
助
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
実
現
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
』

　

市
で
は
日
常
生
活
や
非
常
時
に
、

困
っ
て
い
る
方
を
手
話
で
手
助
け
し
て

い
た
だ
け
る
手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
も
安
心
し

て
学
べ
ま
す
。
詳
細
は
障
が
い
者
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
障
が
い
者
福
祉
課
☎
27

－

７
３
３
１


27

－

７
３
３
６

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

秩
父
市
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

　
「
手
話
は
言
語
」
と
し
て
、
手
話
の

理
解
・
普
及
、
手
話
を
使
い
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
基
本
理
念
を
定

め
、
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
、
す
べ
て
の
人
が
お
互

い
に
尊
重
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
訪

れ
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
手
話
」
と
は

　

手
話
は
日
本
語
の
よ
う
な
音
声
言
語

と
は
異
な
り
、
手
指
や
体
の
動
き
、
表

情
な
ど
を
使
っ
て
思
い
や
物
の
名
前
を

視
覚
的
に
表
現
す
る
言
語
で
す
。

　

ろ
う
者
等
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
た
り
、
知
識
を
蓄
え
文
化
を
作

り
出
し
た
り
す
る
た
め
の
言
葉
と
し

て
、
大
切
に
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

手
話
を
学
ぼ
う

　

耳
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
は
外
見
か
ら

わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
周
囲
の
人
に
理

解
さ
れ
に
く
い
こ
と
や
、
日
常
生
活
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
手
話
を
知
っ
て
も
ら
い
、

　後期高齢者医療保険料は２年ごとに見直しを
行っています。平成30 ･ 31年度の保険料は次のと
おりとなりました。
均等割　４１，７００円（前年度比３７０円減）
所得割　７．８６％（前年度比０．４８ポイント減）
賦課限度額　６２万円（前年度比５万円増）
※ 平成30年度の後期高齢者医療保険料決定通知は
７月初旬に送付します。
　また、保険料軽減措置については次のとおりです。
均等割の軽減　所得に応じて、９割減・８．５割
減・５割減、２割減
社会保険などの被扶養者であった方　均等割が５
割軽減、所得割は引き続き賦課されません。
１保険年金課後期高齢者医
療担当☎２５－５２０１
吉田・大滝・荒川総合支所
市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６３
　荒川☎５４－２３９５

補
助
額　

電
車
ま
た
は
バ
ス
を
利
用
し

た
場
合
、
運
賃
の
２
分
の
１
の
額

自
家
用
車
を
利
用
し
た
場
合
、
通
院
に

か
か
る
距
離
１
㎞
あ
た
り
４
円

請
求
期
間　

４
月
〜
７
月
分
は
８
月
10
日

㈮
ま
で
に
、
８
月
〜
11
月
分
は
12
月
10

日
㈪
ま
で
に
、
12
月
〜
３
月
分
は
平
成

31
年
４
月
10
日
㈬
ま
で
に
提
出

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
持
っ
て
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
各
種
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
特
定
疾

病
療
養
受
療
証

②
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
等
、
通
院

記
録
を
証
明
で
き
る
も
の

③
補
助
金
振
込
先
口
座
の
名
義
・
番
号

が
わ
か
る
も
の

④
印
鑑

後期高齢者医療保険料が
変更になります

秩
父
市
手
話
言
語
条
例
が

秩
父
市
手
話
言
語
条
例
が

　
　

議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
、

　
　

議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
、

４
月
１
日
施
行
し
ま
し
た

４
月
１
日
施
行
し
ま
し
た
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第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
が
決

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
〜
32
年
度

の
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
の
基
金
を
活
用
し
保
険
料
の
上
昇

を
抑
え
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
27
〜
29

年
度
と
比
較
し
て
、
基
準
月
額
、
基
準

年
額
、
保
険
料
率
、
段
階
数
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通

知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

１
高
齢
者
介
護
課
☎
25

－

５
２
０
５

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

平
成
平
成
3030
〜〜
3232
年
度
の

年
度
の

介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

森林の届け出制度をご存じですか？森林の届け出制度をご存じですか？

基準額（月額）　　　　　５，４００円
基準額（年額）　　　　６４，８００円

段階 対　　　象　　　者 保険料率 保険料額
（年額）

１

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯
全員が住民税非課税の方、並びに本人および世帯
全員が住民税非課税であり、本人の前年の合計所
得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

0.40 25,920円

２ 本人および世帯全員が住民税
非課税であり、本人の前年の
合計所得金額＋課税年金収入
額が

80万円を越え
120万円以下の方 0.65 42,120円

３ 120万円を超える方 0.70 45,360円

４ 世帯内に住民税課税者がお
り、本人は住民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が

80万円以下の方 0.85 55,080円

５
（基準額） 80万円を越える方 1.00 64,800円

６

本人が住民税課税で、前年の
合計所得金額が

120万円未満の方 1.15 74,520円

７ 120万円以上
200万円未満の方 1.25 81,000円

８ 200万円以上
300万円未満の方 1.58 102,380円

９ 300万円以上
400万円未満の方 1.60 103,680円

10 400万円以上
600万円未満の方 1.80 116,640円

11 600万円以上
800万円未満の方 2.10 136,080円

12 800万円以上
1,000万円未満の方 2.30 149,040円

13 1,000万円以上の方 2.50 162,000円

平成３０～３２年度の介護保険料

　森林を所有することになった方、所有されている方は、次の場合に届け出が必
要となります。これは、適正な森林施業を確保し、森林資源の状況を把握するた
めに設けられている制度です。詳しくは森づくり課までお問い合わせください。
１森づくり課☎２２－２３６９

森林の土地の所有者となったとき 立木を伐採するとき・土地の形質の変更（林地開発）をするとき

届出対象者 個人・法人を問わず、売買や相続等により森林
の土地を新たに取得した方

届 出 期 間 森林の土地の所有者となった日から90日以内

届 出 事 項

届出者、前所有者の住所氏名、所有者となった
年月日、所有権移転の原因、土地の所在場所・
面積・用途等
※ 添付書類として、登記事項証明書または土地
売買契約書の写し、土地の位置を示す図面が
必要です。

提 出 先

取得した土地のある市町村に届け出をする必要
があります。
秩父市内の土地を取得した場合は、市役所森づ
くり課または吉田・大滝・荒川総合支所地域振
興課へ提出してください。

県への届出
が必要な場
合

水源地域に指定されている土地（県Ｃで確認で
きます）の売買等をする場合には、30日前まで
に、県への届け出が必要となります。（相続の
場合は不要）
１埼玉県秩父農林振興センター林業部
☎２５－１３１２

届出対象者
森林所有者等（自己の森林であっても届出は必
要です。）

届 出 期 間 伐採を開始する日の30～90日前

届 出 事 項
森林の所在場所、伐採面積、伐採方法、伐採樹種、
伐採齢、伐採期間、伐採後の造林方法等

提 出 先
市役所森づくり課または吉田・大滝・荒川総合
支所地域振興課

そ の 他

平成29年４月から、伐採及び伐採後の造林に係
る森林の状況報告が必要になりました。
詳しくは市役所森づくり課または吉田・大滝・
荒川総合支所地域振興課へお問い合わせくださ
い。

県への届出
が必要な場
合

森林で１haを超える土地の形質の変更（林地開
発）をする場合、保安林内で立木の伐採や土地
の形質の変更等をしようとする場合は、県の許
可等が必要となります。
１埼玉県秩父農林振興センター林業部
☎２５－１３１２



▲全体会
　小鹿野高校の紹介です。

▲手話で自己紹介。

▲認知症について、小鹿野高校
　生徒出演の動画で学びます。

▲まひを想定した着衣サポート。

わが家のアイドル・市民文芸への応募は、市役所秘書広報課（〒368-8686　熊木町８－15）へ
なお、掲載した内容は、市ホームページでも公開します。23

夢をかなえる 未来にはばたく

秩父地域の高校秩父地域の高校

　小鹿野高校福祉科の先生３人が皆野町の皆野

中学校を訪れ、「福祉」の体験授業を実施しまし

た。テーマは３つで、「着衣」「手話」「認知症」

です。中学生にとっては、初めて学ぶ「福祉」に

戸惑いもあった様子です。しかし、テーマごと

にクラスを入れ替え、体験を重ねるうちに、さ

まざまな観点から考えてくれるようになりまし

た。一生懸命に取り組んでくれた皆野中学校の

皆さん、ありがとうございました。

　小鹿野高校は秩父地域で唯一の「福祉」が学べ

る高校です。今後も、地域に根差した学校づく

りを進めてまいります。

「福祉」を学ぶ体験授業
（小鹿野高校）

福島　碧
あお

都
と

 くん
「アンパンマン

だ～い好き♪」
（黒谷）

柴﨑　萌
め

衣
い

 ちゃん
「パパ大好き♡」

（下吉田）

江尻　諒
りょう

丞
すけ

 くん
「くまのぬいぐるみが

お気に入り♡」
（下影森）

新井　星
ほの

華
か

 ちゃん
「パパとにぃにが

大好き♥」
（大畑町）

応募方法
　１～１歳半程度の市内在住のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の氏名・電話番号・お子さ
んの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・コメントを明記の上、秘書広報課までご応募ください。（メー
ルの場合は、件名に「わが家のアイドル」、本文に必要事項を入力し、500KB以上の画像を添付の上、
３hisyo@city.chichibu.lg.jp まで）抽選に漏れた方も、２歳になる月まで再抽選します。
※携帯電話のカメラで撮影する場合は、サイズを２Ｍ（1080×1920）以上に設定してください。

俳 句

竹内　弥太郎　選

巡

礼

の

祈

る

声

消

す

虎も

が

り

ぶ

え

落

笛

日
野
田
町

原　
　

和
幸

大

雪

を

告

ぐ

る

も

遺

影

応い
ら

え

な

し

上
吉
田

山
口　

富
江

寒

戻

る

兜

太

先

生

逝

き

し

峡

近
戸
町

須
田　

真
弓

野
の
草
の
青
み
初
め
け
り
兜
太
逝
く

吉
田
久
長

齋
藤　

大
仙

兜

太

逝

く

武

甲

の

雪

の

九つ

づ

ら

お

り

十

九

折

中
宮
地
町

吉
田　

和
江

初は
つ

鴉
が
ら
す

水

田

に

降

り

て

気

を

抜

か

ず

上
野
町

櫻
井　

照
子

道
す
が
ら
マ
フ
ラ
ー
巻
き
し
犬
に
会
う

下
影
森

吉
岡　

美
紗

木

洩

日

や

歩

く

先

々

山

眠

る

堀

切

冨
田　

家
司

春

雪

や

郵

便

バ

イ

ク
チ
ェ
ー
ン
鎖

付

け

三

峰

山
中　

資
治

大

雪

の

消

え

て

背

伸

び

の

沈

丁

花

東

町

井
上　

幸
子

（
評
）
今
回
の
作
品
は
、雪
や
冬
・
春
の
寒
さ
と
、金
子
兜
太
氏
の
逝
去
に
、心
の
内
を
詠
う
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

和
幸
さ
ん
は
冬
の
巡
礼
の
寒
さ
を
詠
い
、
富
江
さ
ん
は
逝
去
さ
れ
た
夫
君
へ
の
思
い
を
表
白
し
ま
し
た
。
真
弓
さ
ん

は
兜
太
氏
の
逝
去
へ
の
寒
々
と
し
た
思
い
を
、
大
仙
さ
ん
は
兜
太
氏
の
冥
福
を
若
草
に
委
ね
、
和
江
さ
ん
は
武
甲
山

の
雪
道
に
兜
太
氏
の
来
し
方
を
思
い
ま
し
た
。
照
子
さ
ん
・
美
紗
さ
ん
・
幸
子
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
命
あ
る
も
の

の
力
を
描
き
ま
し
た
。
ま
た
資
治
さ
ん
は
地
域
で
の
生
き
方
を
、
家
司
さ
ん
は
地
域
の
広
が
り
を
、
身
を
通
し
て
感

じ
取
り
ま
し
た
。
他
に
も
良
い
作
品
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

 

※
次
回
５
月
号
は
短
歌
を
掲
載
し
ま
す

　俳句、短歌の応募は、住所・お名前（ふりがな）を明記の上、
必ず官製はがきで秘書広報課までお送りください。１通に２句
または２首まで、各１通までです。
　俳句　４月末締切→６月号に掲載
　短歌　５月末締切→７月号に掲載



2018年４月号 24

　３月８日に文部科学省にて、優良公民館の表彰式が行
われました。地域の食文化などの継承や、地域住民のコ
ミュニティーの輪を広げる拠点としての取り組みが評価
され、荒川公民館が表彰を受けました。

　２月16日に荒川東小学校の児童たちがそば打ち体験
をしました。普段食べているそばを実際に作ってみ
て、そば打ちの繊細な作業に戸惑いましたが、みんな
で力を合わせ愛情込めて作り上げたそばは、児童たち
にとって世界で一番おいしいものになりました。

荒川の味、そば打ち体験

　３月８日、吉田元気村（上吉田地区）の花桃の蕾が膨
らみ始めました。元気村周辺には約500本の花桃が植え
られており、３月下旬から４月上旬に見ごろを迎えます。
色鮮やかな花びらが風に乗って舞う様子は、まるで桃源
郷のような景色となります。

花のたよりが届きました

　吉田小学校の３年生が、総
合的な学習の時間で取り組ん
できた「ミニりゅうせい」の
発表会を行いました。
今年も10月から毎週、龍勢保
存会の方々に講師となってい
ただき、流派ごとに龍名・口
上を考え、落下傘や背負い物の作成、組み立てなど、児童が楽
しんで取り組んでいました。憧れの龍勢師になれ、講師や保護
者にはにかんだ笑顔を見せていました。

　２月18日、靑葉昌幸杯第
56回秩父駅伝競走大会が開

催

されました。今年から、影
森のスポーツ健康センター

前

をスタート、市街地を抜け
秩父公園橋、ミューズパー

ク、巴川橋を渡りスタート
地点へ戻るコースで行われ

ま

した。
　77チーム５４１人の選手

は、冬の秩父路を沿道から
の

温かい声援を受けながら駆
け抜け、タスキをつなぐこ

と

でチームの絆を深めていま
した。

チームで駆ける冬の秩父路

笑顔ほころぶ梅まつり

荒川公民館が優良公民館に！

打ち上げ成功！ミニりゅうせい

市ホームページ版「ちちぶトピックス」もぜひご覧ください！

　３月11日、秩父ミューズパークの梅園で梅まつ
りが行われました。梅を楽しみながらお抹茶をい
ただく野点の席には多くのお客さんが入り、春ら
しいお菓子に笑顔がこぼれました。当日の開花状
況は４～５分咲きほどでしたが、ほころび咲く梅
の花に春の訪れを感じることができました。



１
旧
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
跡
地
が

市
に
返
還
さ
れ
ま
し
た

　

秩
父
市
山
田
地
内
の
市
有
林
に
設
置

さ
れ
て
い
た
旧
・
埼
玉
県
青
少
年
総
合

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
県
に
よ
る
解

体
工
事
が
昨
年
９
月
に
完
了
し
、
平
成

30
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
県
か
ら
市
に

土
地
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
は
約
70  

ha
の
森
林
で
あ
り
、
今

後
は
、
市
営
林
と
し
て
森
林
の
多
面
的

機
能
を
発
揮
す
る
た
め
の
管
理
・
保
全

を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
元
住
民
や

都
市
住
民
が
森
林
に
ふ
れ
あ
う
場
と
し

て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

１
森
づ
く
り
課
☎
22

－
２
３
６
９

２
平
成
30
年
度
敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

対　

象　

市
内
在
住
満
70
歳
以
上
の
方

利
用
内
容　

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
施
術
料
か

ら
、
２
，
０
０
０
円
を
割
引
（
施
術
１

回
に
つ
き
１
枚
利
用
可
）　

交
付
枚
数　

２
枚

利
用
期
間　

５
月
か
ら
平
成
31
年
３
月

25

持
ち
物　

本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
・

運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑

※ 

本
人
確
認
が
と
れ
な
い
場
合
は
、
交

付
で
き
な
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２
５
月
１
日
㈫
か
ら
申
請
者
（
本
人
）

が
左
記
へ

１
高
齢
者
介
護
課
☎
25

－

５
２
０
５

※ 

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

３

秩
父
に
住
ん
で
働
こ
う
！

合
同
就
職
面
接
会

と　

き　

４
月
23
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

東
京
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
「
出
会
い
の
広
場
」（
東
京
都
新
宿
区

西
新
宿
２

－
７

－

１
小
田
急
第
一
生
命

ビ
ル
21
階
）

対　

象　

平
成
31
年
３
月
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
卒
業
予
定
者
（
既
卒
３
年
以

内
含
む
）、
秩
父
郡
市
内
で
の
就
職
を

希
望
す
る
一
般
求
職
者

参
加
企
業　

11
社

そ
の
他　

入
退
場
自
由
、
履
歴
書
不
要

１
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父　

学
卒
担
当

　

☎
22

－

３
２
１
５

４

商
工
会
議
所
の
検
定
試
験

①
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定

　

実
践
的
な
法
律
知
識
を
体
系
的･

効

率
的
に
学
ぶ
事
が
で
き
る
検
定
で
す
。

②
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
住
み
や
す
い

住
環
境
を
提
案
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

育
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
検
定
で
す
。

と　

き　

①
７
月
１
日
㈰
②
７
月
８
日
㈰

試
験
会
場　

秩
父
市
内
ほ
か

受
験
料　

２
級　

６
，
４
８
０
円

　
　
　
　

３
級　

４
，
３
２
０
円

２
①
４
月
17
日
㈫
〜
５
月
18
日
㈮
、
②

４
月
24
日
㈫
〜
５
月
25
日
㈮
に
☎
で
東

京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

Ｃ
に
て

１
東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３

－

３
９
８
９

－

０
７
７
７

秩
父
商
工
会
議
所
☎
22

－

４
４
１
１

Ｃ
「
秩
父
商
工
会
議
所
」
で
検
索
！

５

民
泊
を
始
め
る
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）」

が
６
月
15
日
㈮
か
ら
施
行
さ
れ
、
住
宅

に
有
料
で
旅
行
者
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と

（
民
泊
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
Ｃ
に
て

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

民
泊
を
始
め
る
ル
ー
ル

・
届
け
出
が
必
要

・
年
間
営
業
日
数
は
１
８
０
日
ま
で

民
泊
制
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

０
４ヨ

イ１

－

３ミ

ン

パ

ク

８
９

（
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

Ｃ
「
民
泊
制
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
で

検
索
！

１
埼
玉
県
産
業
労
働
部
観
光
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
９
５
９

募

集

募

集

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を
　行っているものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告広告



出
店
料

・
食
品
取
扱
者

　

５
ｍ
×
５
ｍ
： 

４
，
０
０
０
円

※
食
品
営
業
許
可
証
が
必
要
で
す
。

・
一
般

　

３
ｍ
×
３
ｍ
：
１
，
５
０
０
円

　

５
ｍ
×
４
ｍ
：
２
，
０
０
０
円

出
店
数　

合
計
80
店
舗

※ 

郡
市
内
在
住
者
限
定
、
受
付
時
に
身
分

証
明
で
き
る
も
の
で
確
認
し
ま
す
。

募
集
期
間 

４
月
16
日
㈪
〜
５
月
８
日
㈫

※
生
活
衛
生
課
窓
口
の
み
の
受
け
付
け
。

　
（
☎
・

は
不
可
）
申
込
用
紙
は
市

　

Ｃ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

会
場
で
、
廃
棄
予
定
の
携
帯
電
話
・

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
電
子
辞
書
の
回
収

を
行
い
ま
す
。

１
秩
父
地
区
更
生
保
護
女
性
会
（
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
）

☎
０
８
０

－

４
８
６
３

－

９
４
４
９

市
役
所
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

９

秩
父
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
出
演
者
募
集

　

９
月
９
日
㈰
に
秩
父
宮
記
念
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
フ
ォ
レ
ス
タ
で
開
催
す
る

秩
父
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

８
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

秩
父
地
域
を
拠
点
に
音
楽
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体

２
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
応
募
用
紙

へ
必
要
事
項
を
記
載
し
、
デ
モ
音
源
を

添
え
て
５
月
31
日
㈭
ま
で
に
公
社
事
務

局
へ
郵
送
。

６

秩
父
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集

内　

容　

介
護
保
険
の
運
営
状
況
の
審

査
等

任　

期　

６
月
か
ら
２
年
間

募
集
人
数　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
）
の
方
、
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳

〜
64
歳
）
の
方
、
ど
ち
ら
も
若
干
名

応
募
締
切　

４
月
27
日
㈮

２
・
１
高
齢
者
介
護
課
☎
25

－

５
２
０
５

７

チ
チ
ブ
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
ス
タ
デ
ィ

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と　

き　

毎
月
２
回
程

度
（
木
曜
日
）
の
参
加

可
能
な
日
、
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
（
初
回
は

６
月
７
日
㈭
）

と
こ
ろ　

原
谷
公
民
館
、

影
森
公
民
館

内　

容　

小
中
学
生
の
学
習
支
援
（
薄

謝
あ
り
）

応
募
資
格　

退
職
職
員
、
教
員
免
許
状
所

持
者
、
大
学
生

募
集
人
数　

20
人

１
教
育
研
究
所
☎
22

－

２
４
４
６

８
第
49
回
秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

会
場
は
芝
生
の
た
め
、
車
で
の
出
店

が
で
き
ま
せ
ん
。

と　

き　

５
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時（
雨
天
の
場
合
は
６
月
３
日
㈰
）

と
こ
ろ　

羊
山
公
園（
緑
と
太
陽
の
丘
）

※
募
集
要
項
・
申
込
用
紙
は
Ｃ
に
て

１
秩
父
市
地
域
振
興
公
社
☎
22

－

７
４

１
１
（
秩
父
市
温
水
プ
ー
ル
と
共
用
）

Ｃ
「
秩
父
市
地
域
振
興
公
社
」
で
検
索

10

ア
メ
リ
カ
・
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市

派
遣
中
学
生
募
集

日　

程　

７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
の
予

定
（
約
２
週
間
）

募
集
人
数　

５
人
程
度

応
募
条
件

・
市
内
在
住
の
中
学
生
２
・
３
年
生
で

公
立
・
私
立
問
わ
ず
国
際
理
解
に
意

欲
を
持
ち
、
協
調
性
、
自
立
性
が
あ

り
、
健
康
で
あ
る
こ
と

・
帰
国
後
も
研
修
の
体
験
を
生
か
し
、

交
流
事
業
に
参
加
・
協
力
が
で
き
る

こ
と

・
保
護
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

活　

動　

秩
父
市
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
姉
妹

市
親
善
協
会
訪
問
団
と
行
動
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
し
て
、
語
学
習
得
や
生
活

文
化
や
社
会
習
慣
な
ど
を
体
験
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
ほ
か
20
万
円
前
後

（
う
ち
秩
父
市
か
ら
１
人
に
つ
き
10
万

円
補
助
し
ま
す
）

申
込
締
切　

５
月
18
日
㈮

そ
の
他　

申
請
用
紙
の
配
布
、
申
込
方

法
、
選
考
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
。

※ 
高
校
生
以
上
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、

５
月
31
日
㈭
ま
で
に
秩
父
市
ア
ン
チ

オ
ッ
ク
姉
妹
市
親
善
協
会
（
担
当
：

池
田
☎
24

－

２
５
３
４
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
・
１
市
民
生
活
課
☎
26

－

１
１
３
３

262018年2018年４月号月号
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教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

27

12

郷
土
学
習
教
室

と　

き　

５
月
20
日
㈰
、
６
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館

内　

容　

「
太
田
道
灌
状
に
み
ら
れ
る

日
野
城
・
大
森
御
陣
等
の
研
究
」
太
田

道
灌
と
長
尾
景
春
の
抗
争
に
つ
い
て
学
ぶ
。

講　

師　

長
尾
景
春
の
伝
承
地
を
歩
く
会

定　

員　

30
人
（
参
加
無
料
）

２
☎
で
荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館
（
☎
54

－

１
０
５
８
）
へ

13

な
ぎ
な
た
初
心
者
教
室

ところ

文化体育
センター
武道場

高篠小学校
体育館２階

※運動のできる服装でお越しください。

と　き

５月10日～31日の
毎週木曜日
午前10時～正午

５月11日～25日の
毎週金曜日
午後７時～９時

５月２日～30日の
毎週水曜日
午後７時～９時

教室名

全日の稽古

直心影流
古流の稽古

参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
参
加
可
）

１
秩
父
市
な
ぎ
な
た
連
盟 

山
中

☎
０
８
０

－

１
２
７
５

－

２
９
７
０

　
（
日
中
は
不
可
）

14

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

と　

き　

５
月
９
日
〜
６
月
27
日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
（
全
８
回
）

11
埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
を
募
集

　

県
で
は
、
日
常
の
買

い
物
を
し
な
が
ら
食

品
表
示
の
確
認
、
報
告

（
年
間
20
店
舗
程
度
）

を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

任　

期　

６
月
〜
平
成
31
年
３
月

募
集
人
数　

県
内
で
１
０
０
人
（
選
考
）

謝　

金　

年
間
５
，
０
０
０
円
（
報
告

に
応
じ
て
）

※ 

６
月
11
日
㈪
（
さ
い
た
ま
市
内
）
ま

た
は
13
日
㈬
（
熊
谷
市
内
）
に
研
修

を
行
い
ま
す
（
予
定
）。

２
４
月
20
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵

便
・

で
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
、
応

募
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）
を
明
記
し
、

左
記
へ
送
付
ま
た
は
埼
玉
県
Ｃ
か
ら
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
て
申
し
込
み

１
埼
玉
県
農
林
部
農
産
物
安
全
課
総

務
・
食
品
品
質
表
示
担
当

〒
３
３
０

－

９
３
０
１
（
住
所
不
要
）

☎
０
４
８

－

８
３
０

－
４
１
１
０


０
４
８

－
８
３
０

－

４
８
３
２

埼
玉
県
Ｃ
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.saitam

a.lg.jp
/

a0
9
0
7
/h
3
0
.h
tm
l

と
こ
ろ　

羊
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
砂
入

り
人
工
芝
コ
ー
ト
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円
（
当
日
コ
ー

ト
に
て
徴
収
、
照
明
料
込
み
）

２
５
月
６
日
㈰
ま
で
に
、
う
ら
し
ま
ス

ポ
ー
ツ
（
☎
22

－

０
０
８
８
）
ま
た
は

秩
父
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟 

湯
本
へ
（
３

t.yu
m
o
to
7
@
gm
ail.co

m

）

※ 

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
、
中
止

し
ま
す
。

15
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校

技
能
講
習
受
講
生
募
集

受講料
（テキスト代）

3,000円
（3,024円）

2,000円
（2,160円）

2,000円
（3,110円）

と　き

６月７日～７月12日
の毎週木曜日、
午後６時～９時

６月９日㈯・16日㈯
午前９時～午後４時

６月23日㈯・30日㈯
午前９時～午後４時

講習名

介護支援専門員
（ケアマネ）
試験準備講習
「介護支援分野」

介護職員のための
Word＆Excel2013

AutoCAD（機械系）
基礎

２
５
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
に
往
復
は
が

き
を
左
記
へ
送
付
ま
た
は
Ｃ
に
て

１
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校

〒
３
６
８

－

０
０
３
５
上
町
３

－

21

－

７

☎
22

－

１
９
４
８

Ｃ
「
熊
校
秩
父
分
校
」
で
検
索
！

広告



282018年2018年４月号月号

20

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

「
秩
父
の
歴
史
を
知
る

―
秩
父
の
近
現
代
や
風
俗
・

文
化
財
か
ら
わ
か
る
意
外
で

面
白
い
日
本
史
―
」

　

テ
レ
ビ
番
組
で
も
お
な
じ
み
の
河
合

先
生
が
、昨
年
に
続
い
て
登
場
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

内　

容　

秩
父
の
文
化
財
や
風
習
か
ら

近
現
代
を
考
察

講　

師　

河
合　

敦
氏
（
多
摩
大
学
客

員
教
授
）

定　

員　

２
５
０
人　

※
参
加
無
料

２
４
月
19
日
㈭
か
ら
、
生
涯
学
習
課
、

市
役
所
総
合
案
内
お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
て
整
理

券
を
配
布
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

１
生
涯
学
習
課
☎
22

－

０
４
２
０

21

第
11
回

秩
父
オ
ー
プ
ン
ペ
タ
ン
ク
大
会

と　

き　

５
月
20
日
㈰
午
前
８
時
受
付

と
こ
ろ　

秩
父
市
ペ
タ
ン
ク
テ
ラ
ン

（
旧
秩
父
東
高
校
）

対　

象　

一
般
（
１
チ
ー
ム
３
人
）
複

数
組
可

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
、

保
険
・
参
加
賞
込
み
）

２
・
１
5
月
10
日
㈭
ま
で
に
ペ
タ
ン
ク

連
盟
事
務
局 

新
井
（
☎
23

－

２
８
９

５
）
へ

と　

き　

毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
）

　
　
　
　

午
後
６
時
40
分
〜
９
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

講　

師　

松
本　

茂
先
生

対　

象　

成
人
男
女

定　

員　

50
人

会　

費　

年
１
２
，
０
０
０
円
（
年
間

一
括
集
金
）

２
練
習
日
に
直
接
、
歴
史
文
化
伝
承
館

２
階
ホ
ー
ル
へ

１
ム
ー
ン
ナ
イ
ト
サ
ー
ク
ル 

梅
澤

　

☎
24

－

４
３
５
０

19

武
甲
山
資
料
館
特
別
展
示

「
チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
」

　

武
甲
山
の
み
に
自

生
す
る
貴
重
な
固
有

種
「
チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ

ク
ラ
」
の
保
護
増
殖

に
取
り
組
む
秩
父
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
の

ご
協
力
に
よ
り
、
開

花
期
間
に
限
り
特
別
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
中
旬
の
約
２
週
間
（
予
定
）

※
天
候
に
よ
る
変
更
が
あ
り
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

入
館
料　

一　

般　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　
　

１
０
０
円

１
武
甲
山
資
料
館
☎
24

－

７
５
５
５

Ｃ
「
武
甲
山
資
料
館
」
で
検
索
！

16

剣
道
初
心
者
教
室

と　

き　

５
月
９
日
〜
30
日
の
毎
週
水

曜
日
、午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分（
全

４
回
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

対　

象　

小
学
生
以
上
の
初
心
者
（
一

般
経
験
者
の
場
合
は
二
段
以
下
の
方
）

参
加
費　

無
料

２
・
１
秩
父
剣
道
連
盟 

浅
見

　

☎
23

－

３
０
０
３

17

初
心
者
柔
道
教
室

と　

き　

５
月
21
日
㈪
〜
６
月
９
日
㈯

（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

左
記
５
会
場
か
ら
選
択

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
費　

８
０
０
円
（
保
険
加
入
費
）

申し込み

関根☎22‐1456

高野☎23‐8246
加藤☎54‐0561

武藤☎22‐6262

小松☎22‐4369

小菅☎77‐1726

曜日・時間

木・土
午後６時30分
～８時30分

月・金
午後７時
～８時30分

水・土
午後６時30分
～８時

水・土
午後７時～９時

水・土
午後６時30分
～８時30分

団体名（会場名）

革新舘道場
（秩父警察署、秩父高校）

市栄道場
（秩父柔道場）

柞柔道会
（下郷福祉交流センター）

原谷柔道会
（秩父第一中学校）

吉田柔道愛好会
（吉田取方総合運動公園
柔道場）

18

ム
ー
ン
ナ
イ
ト
サ
ー
ク
ル

　

社
交
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。

催

し

催

し

広告広告



29

２
５
月
７
日
㈪
ま
で
に
左
記
へ

１
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会
山
里
自
然

館
（
道
の
駅
あ
ら
か
わ
）

☎
54

－

０
０
２
２

24

ち
ち
ぶ
オ
ペ
ラ

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

８
月
に
開
催
す
る
ち
ち
ぶ
オ
ペ
ラ

「
カ
ル
メ
ン
」
に
出
演
す
る
歌
手
た
ち

が
歌
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
30
日
（
月
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

内　

容　
【
第
１
部
】「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・

ト
ゥ
ッ
テ　

ハ
イ
ラ
イ
ト
」【
第
２
部
】

「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ　

ハ
イ
ラ
イ
ト
」

出　

演　

薗
田
真
木
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

細
岡
雅
也（
バ
リ
ト
ン
）、鈴
木
啓
三（
ピ

ア
ノ
）
ほ
か

入
場
料　

３
，
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

木
亭
☎
22

－

４
３
８

８
、
秩
父
楽
器
☎
24

－

６
７
９
１

１
ち
ち
ぶ
オ
ペ
ラ
実
行
委
員
会 

新
井

☎
０
９
０

－

３
３
３
１

－

３
２
９
７

25

S
T
U
D
IO
 Fits

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
２
０
１
８

「C
h
alle
n
g
e

」

と　

き　

４
月
29
日
㈰

【
昼
の
部
】
午
後
１

時
開
場
、
１
時
30
分

開
演

【
夜
の
部
】
午
後
５

時
開
場
、
５
時
30
分

開
演

22
久
那
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

第
６
回
発
表
会

と　

き　

5
月
13
日
㈰　
　
　

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

影
森
公
民
館　

※
入
場
無
料

１
久
那
公
民
館
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク

ラ
ブ 

髙
野

☎
０
９
０

－

４
６
２
４

－

０
８
６
１

23

山
里
自
然
館
の
催
し

① 

写
真
展　

花
と
の
出
会
い
「
春
の
草

花
・
樹
の
花
」

と　

き　

６
月
15
日
㈮
ま
で

内　

容　

秩
父
地
方
の
春
の
草
花
や
樹

木
の
花
の
写
真
80
点
を
展
示

② 

写
真
展
「
秩
父
地
方
の
民
俗
行
事
と

人
々
の
生
活
」

と　

き　

５
月
25
日
㈮
ま
で

内　

容　

郷
土
の
写
真
家
が
、
現
在
途

絶
え
て
い
る
農
村
の
民
俗
行
事
を
モ
ノ

ク
ロ
写
真
で
紹
介

※
①
②
と
も
に
入
館
無
料

③
山
菜
の
味
覚
を
楽
し
も
う

と　

き　

５
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

内　

容　

春
の
野
草
観
察
、
山
菜
教
室
、

山
菜
天
ぷ
ら
と
ず
り
あ
げ
う
ど
ん
の
調

理
体
験
・
試
食

講　

師　

植
物
研
究
家 

岩
田　

豊
太

郎
先
生

定　

員　

一
般
30
人

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
等
）

持
ち
物　

山
歩
き
の
服
装
、
雨
具

※
採
集
用
具
は
用
意
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

入
場
料　

２
，５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

１S
T
U
D
IO
 F
its 

野
口

　

☎
０
９
０

－

１
４
６
５

－

０
０
３
５

26

パ
ン
カ
リ
ー
タ
ス

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

５
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演　

※
入
場
無
料

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

内　

容　

南
米
地
方
の
民
族
音
楽
（
フ

ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
）
を
演
奏
。
独
特
の
珍

し
い
楽
器
を
使
っ
た
、
楽
し
い
コ
ン
サ

ー
ト
。

１
パ
ン
カ
リ
ー
タ
ス 

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー

レ
愛
好
会 

加
藤
☎
24

－

６
５
７
５

27

秩
父
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

自
然
ハ
イ
キ
ン
グ

　

自
然
の
博
物
館
と
岩
畳
を
散
策
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
20
日
㈰
午
前
９
時
集
合
、

午
後
４
時
10
分
解
散
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

歴
史
文
化
伝
承
館
南
玄
関
前

※
電
車
で
移
動
し
ま
す
。

対　

象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
等

※ 

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
の
み
の
参

加
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定　

員　

30
人

参
加
費　

電
車
賃
（
大
人
約
９
４
０
円
、

子
ど
も
約
４
８
０
円)

持
ち
物　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
ビ
ニ
ー
ル

袋(

ご
み
拾
い
活
動
用)

、
筆
記
用
具
、
雨
具

２
・
１
５
月
15
日
㈫
ま
で
に
☎
で
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ 

新
井
（
☎
22

－

４
５

９
４
）
へ

視覚障がい者の方などを対象に、「声の市報」をＣＤにて発行しています。
利用をご希望の方は、秘書広報課（☎２２－２５０５）へお問い合わせください。

28
こ
ち
ち
ぶ
わ
ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

太
古
の
昔
、
秩
父
に
広
が
っ
て
い
た

海
「
古こ

ち

ち

ぶ

わ

ん

秩
父
湾
」
の
様
子
を
観
察
で
き

る
地
層
と
、
発
掘
さ
れ
た
化
石
を
巡
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
中
で
す
。

と　

き　

４
月
30
日
（
月
・
祝
）
ま
で

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所　

取
方
の
大だ

い
ろ
と
う

露
頭

（
吉
田
取
方
総
合
運
動
公
園
体
育
館
入

口
）、
自
然
の
博
物
館
ほ
か
全
６
か
所
。

詳
し
く
は
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

ス
タ
ン
プ
３
つ
を
集
め
る
と
缶
バ
ッ

チ
１
つ
、
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
さ
ら
に
缶
バ
ッ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

１
自
然
の
博
物
館
☎
66

－

０
４
０
４

Ｃ
「
自
然
の
博
物
館
」
で
検
索
！

広告



302018年2018年４月号月号

31

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

「
オ
オ
ル
リ
」
を
見
る
集
い

〜
秩
父
市
の
鳥
を
見
に
行
こ
う
！
〜

と　

き　

５
月
６
日
㈰
午
前
９
時
10
分

浦
山
口
駅
集
合
、
午
後
３
時
解
散
（
雨

天
中
止
）

と
こ
ろ　

浦
山
川
流
域
と
大
平
山
方
面

定　

員　

20
人

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

双
眼
鏡
、
昼
食
、
鉛
筆
、
飲

み
物
な
ど
（
双
眼
鏡
は
若
干
数
用
意
あ
り
）

２
秩
父
愛
鳥
会 

加
藤
☎
22

－
３
２
７
８
、

０
９
０

－

７
１
９
７

－
７
３
０
３

32

天
体
観
測
会

　

初
夏
か
ら
秋
に
は
、
星
座
の
ほ
か
、
木

星
・
土
星
・
火
星
な
ど
の
観
望
好
機
で
す
。

と　

き　

４
月
21
日
〜
平
成
31
年
３
月

23
日
の
毎
月
第
４
土
曜
日
、
午
後
７
時

〜
（
夏
季
）、
午
後
６
時
〜
（
冬
季
）

※
初
回
は
４
月
21
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
多
目
的
ハ
ウ
ス

参
加
費　

無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

※
望
遠
鏡
は
用
意
し
ま
す
。

１
（
一
社
）
秩
父
サ
イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ

ミ
ア 

内
藤
☎
23

－

７
５
３
１

33

み
ど
り
の
村

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

５
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

み
ど
り
の
村
若
者
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
４
日
（
金
・
祝
）（
必
着)

29

桜
草
展
示
会

　

江
戸
時
代
か
ら
の
園
芸
品
種
を
中
心

に
、
新
品
種
、
野
生
種
を
交
え
て
専
用

鉢
４
０
０
鉢
程
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
28
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※ 

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。
係
員
不

在
で
す
が
、
午
前
６
時
〜
午
後
８
時

ま
で
見
学
可
能
。
夜
間
照
明
あ
り
。

と
こ
ろ　

秩
父
神
社
御
本
殿
前
境
内

入
場
料　

無
料

１
秩
父
さ
く
ら
そ
う
会
事
務
局

　

☎
79

－

０
９
８
４

30

英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

通
訳
ガ
イ
ド
養
成
講
座

と　

き　
【
前
期
】
５
月
14
日
㈪
・
21

日
㈪
・
28
日
㈪
、
６
月
４
日
㈪
・
11
日
㈪

【
後
期
】
６
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪
、
７

月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
23
日
㈪

【
午
後
ク
ラ
ス
】
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

【
夜
ク
ラ
ス
】
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修

室
、
２
階
会
議
室

講　

師　

増
井　

ま
ゆ
み
先
生

内　

容　
【
前
期
】
ガ
イ
ド
の
た
め
の

英
会
話
大
特
訓
、【
後
期
】
長
瀞
散
策

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

各
ク
ラ
ス
20
人

参
加
費　

前
期
・
後
期
各
５
，
０
０
０

円
（
初
回
前
納
）

１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
工

房 

近
藤

　

☎
０
９
０

－

６
９
５
７

－

８
８
７
４

●
植
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

と　

き　

５
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

み
ど
り
の
村
駐
車
場

定　

員　

20
人
（
抽
選
、
参
加
無
料
）

申
込
期
限　

５
月
11
日
㈮
（
必
着
）

●
布
ぞ
う
り
作
り
体
験

と　

き　

６
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

み
ど
り
の
村
若
者
セ
ン
タ
ー

定　

員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
18
日
㈮
（
必
着
）

※
そ
の
他
の
催
し
は
Ｃ
に
て

２
往
復
は
が
き
（
催
し
名
・
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
年
齢
を

記
入
）
を
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

（
〒
３
６
８

－

０
１
０
１
小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27
、
☎
75

－

３
４
４
１
）
へ

34

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森

●
中
津
川
の
名
所
を
歩
こ
う

と　

き　

４
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

平
賀
源
内
ゆ
か
り
の
名
所
や

見
ど
こ
ろ
を
地
元
ガ
イ
ド
と
散
策

定　

員　

小
学
生
以
上
10
人（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
期
限　

４
月
21
日
㈯

●
木
琴
を
作
ろ
う

と　

き　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

内　

容　

埼
玉
県
産
の
ス
ギ
材
で
木
琴

作
り

定　

員　

小
学
生
以
上
５
人（
先
着
順
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
期
限　

４
月
22
日
㈰

●
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
「
新
緑
ま
つ
り
」

と　

き　

５
月
５
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内　

容　

餅
つ
き
、
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打

ち
、
木
工
工
作
な
ど
の
体
験
や
、
地
元

農
産
物
、
手
作
り
木
工
品
な
ど
の
販
売

参
加
費　

無
料（
一
部
体
験
等
は
有
料
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

※
そ
の
他
の
催
し
は
Ｃ
に
て

２
・
１
☎
で
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
埼

玉
県
森
林
科
学
館
（
☎
56

－

０
０
２
６
）
へ

35

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

● 

皆
野　

高
原
牧
場　

天
空
の
ポ
ピ
ー

ハ
イ
ク
（
町
道
９
㎞
コ
ー
ス
）

と　

き　

５
月
24
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所　

秩
父
鉄
道
親

鼻
駅

定　

員　

一
般
20
人（
先

着
順
）

参
加
費　

入
園
料
２
０
０
円
（
バ
ス
代

別
途
）

● 

緑
風
（
か
ぜ
）
と
走
ろ
う
！
親
子
で

楽
し
む
体
験
キ
ャ
ン
プ

　
「
Ｂ
Ｍ
Ｘ
・
つ
と
っ
こ
作
り
体
験
」

と　

き　

５
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

集
合
場
所　

秩
父
滝
沢
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

（
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
泊
）

対　

象　

幼
児
・
小
中
学
生
と
そ
の
家
族

定　

員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
，
８
０
０
円
程
度

※
そ
の
他
の
催
し
は
Ｃ
に
て

２
・
１
５
月
１
日
㈫
か
ら
☎
で
大
滝
げ

ん
き
プ
ラ
ザ
（
☎
55

－

０
０
１
４
）
へ
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4・5

大滝地区への移動図書館車の運行場所が変更します● ● ● ● ●

　大滝公民館、大滝総合支所の旧大滝中学校への移転に伴い、
４月から移動図書館車の運行場所と停車時間を次のとおり変更
します。毎月の運行日については、市報でご確認ください。
　大血川地区　午前11時～11時30分
　栃本会館付近待避所　午後１時30分～午後２時
秩父図書館の催しもの　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●おはなし会（約30分）
と　き　４月28日㈯、５月12日㈯午後２時～
ところ　２階視聴覚室
対　象　４歳以上の幼児から小学校低学年の児童
●わくわくえほんタイム（約30分）
と　き ４月21日㈯､ ５月５日㈯　午後２時～
ところ　２階視聴覚室
※ 上記イベントに参加された方には、こどもどくしょポイント
カードにポイントスタンプを押します。（高校生まで）

●親子でたのしむ絵本とわらべうた（約20分）
と　き　４月25日㈬、５月９日㈬午前11時～
ところ　２階視聴覚室

対　象　０～３歳のお子さんとその母親
◎ 保健センターの４か月検診で配布した「絵本の引換券」をお
持ちの方は、「母子手帳」と一緒にお持ちください。
移動図書館車の巡回予定　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●上吉田塚越　風間商店前（午後２時30分～３時）
　４月17日㈫、５月15日㈫
●大血川地区（午前11時～11時30分）
　栃本会館付近待避所（午後１時30分～午後２時）
　４月24日㈫
◎大雨等悪天候により、巡回できない場合があります。
◎ 貸し出しには『図書館利用カード』が必要です。利用カードがな
い方はその場で発行しますので、身分証明書をお持ちください。

◎貸出期間は次回巡回日までです。

秩父図書館（午前10時～午後６時）上町３－６－27 ☎22－0943
荒川図書館（午前９時～午後５時）荒川日野66－２ ☎54－1034
秩父図書館吉田分館（午前９時～午後５時）下吉田6569－１ ☎77－1100
秩父図書館大滝分館（午前９時～午後４時）大滝4058 ☎55－0033

※図書館休館日はP.34「くらしのカレンダー」をご覧ください。

市民生活課の無料相談 問☎２６－１１３３

相談名 相談日・内容・問い合わせ

子 育 て 月～金曜　９時～16時

秩父市子育て支援センター
(中村児童館内)☎22－7282
吉田子育て支援センター
(吉田保育所内)☎77－1145

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて
月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204 
※ 吉田・大滝・荒川総合支
所市民福祉課でも実施

生活困窮者への
支援について
身体障がい者
に つ い て 月～金曜　９時～17時 フレンドリー（カナの会）

☎26－7102 62－5613
知的障がい者・
障がい児について 月～金曜　９時～17時

フレンドリー（清心会）
☎21－7171 24－9963

精神障がい者
に つ い て

月～金曜　９時～17時
※祝日も開催

生活支援センター｢アクセス｣
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就 労・ 生 活 月～金曜　９時～17時 秩父障がい者就労支援センター

「キャップ」☎21－7171 24－9963
い じ め・
不 登 校 等 月～金曜　９時～17時 教育相談室 ☎26－6321

法 律
毎月第２・４木曜
13時～16時（要予約）
秩父地方庁舎内

県民相談総合センター
☎048－830－7830

人 権
月～金曜 ８時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局☎22－0827人権擁護委員による相談　

火曜（第５週を除く）９時～16時

公 証 相 談
月～金曜　９時～17時
※事前に☎で予約
秩父公証役場

秩父公証役場(西武秩父
駅前MTビル１階)
☎23－3788 

相談名 相談日・内容・問い合わせ

結 婚
４/14㈯、５/12㈯ 13時～16時
※完全予約制（先着８人）
福祉女性会館

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と
月～金曜　
８時30分～17時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

内 職
月～金曜　９時～16時
ジョブプラザちちぶ

ジョブプラザちちぶ
（地場産センター３階）
☎24－5222
商工課
☎25－5208

職 業
月～金曜　９時～17時
ジョブプラザちちぶ

中小企業向け
金融よろず

埼玉県信用保証協会による
相談（要予約）
商工課

商工課☎25－5208

労 働 相 談
埼玉県労働相談センター☎048－830－4522
月～金曜、９時～17時（受付：16時30分まで）

かしこい就職方
法教えます

４/18㈬、５/２㈬・16㈬　10時～
秩父勤労者福祉センター（国道140号沿い、秩父第一小前）

定５人（１人45分、要予約）
予約専用受付ダイヤル（セカンドキャリアセンター事務局）
☎048－780－2034　１商工課☎25－5208

無料相談会
（若者自立就
労支援事業）

深谷若者サポートステーション
予約専用受付ダイヤル　☎048－577－4727
対就労に不安や悩みを持つ若者（15歳～39歳）
　※１人60分、要予約
１商工課☎25－5208

※相談日が祝日の場合はお休みです。

相談名 とき・ところ
市 民 毎月第２・４木曜　13時～16時

秩
父
市
役
所
（
※
）

行 政 手 続 ４月10日㈫、５月８日㈫　13時～15時
登 記 ４月18日㈬、５月16日㈬　13時～15時
税 務 ５月７日㈪　10時～12時
労 働・ 年 金 ４月13日㈮　５月11日㈮　13時～15時
女 性 ４月24日㈫、５月22日㈫　13時～15時

不 動 産
４月27日㈮、５月25日㈮　10時～12時、13時～15時
※電話予約が必要。
埼玉県宅建協会秩父支部事務局内☎24－1774

※秩父市役所の相談会場は本庁舎２階です。なお、相談日が祝日の場
合はお休みです。

担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「おきがるコール」へご連絡を！
　☎２６－１１３３（専用電話）

相談名 とき・ところ

消費生活（多重債務） 月～金曜　９時～12時・13時～16時 秩父市役所（※）
☎25－5200

法 律 ５月１日㈫・17日㈭　10時～15時 秩父市役所（※）
※電話予約が必要。４月20日㈮９時から受付、各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜　13時～16時 秩父市役所（※）

４月18日㈬　13時～16時 吉田総合支所
（振興会館）

５月16日㈬　13時～16時 大滝総合支所

行 政
※時間は
　いずれも
　13時～15時

４月16日㈪、５月21日㈪ 秩父市役所（※）

５月７日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

４月23日㈪、５月28日㈪ 大滝総合支所
４月９日㈪、５月14日㈪ 荒川総合支所
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共通のお知らせ
■愛の献血にご協力を
と　き 実施時間 ところ（主催団体）

４月27日㈮
９：30～11：30 歴史文化伝承館(秩父市献血

推進協議会）

13：30～16：30 秩父看護専門学校(同）

５月１日㈫ ９：30～11：30 秩父消防本部（同）

５月８日㈫
９：30～11：00 秩父警察署(同）

13：30～16：00 秩父駅前(秩父地区パナソ
ニックショップ会)

５月９日㈬ 10：00～11：45
13：00～16：30

ベスト電器ヤオ秩父店（秩
父ライオンズクラブ）

５月11日㈮ ９：30～11：00 秩父県土整備事務所（同）

※急な変更もありますので事前に確認をお願いします。

成人保健事業のお知らせ
■ 各保健センター等で受けられる検診（集団検診：胃が
ん・乳がん・子宮頸がん検診）の申し込み
　平成30年度に実施する全日程の申し込みができます。

検診名 とき ところ

胃がん検診
５月２日㈬ 秩父保健センター
５月16日㈬ 荒川保健センター
５月18日㈮ 吉田保健センター

乳・子宮頸がん検診
５月８日㈫

秩父保健センター
５月31日㈭

申電話、窓口または秩父市電子申請・届出サービスにて
（先着順、定員になり次第締め切り）詳健康カレンダー
P.16
■ 指定医療機関で受けられる検診（個別検診：胃がん・
乳がん・子宮頸がん・歯周疾患検診）および大腸がん
検診の申し込み

申各保健センターの窓口で随時受け付け　詳健康カレン
ダーP.17
※ 各種がん検診は、加入している医療保険に関係なく、
対象年齢の方はどなたでも受けることができます。
■秩父市言語教室「えがおの会」
日４月26日㈭13：30～15：30　場影森公民館
内歌やゲーム、口の体操、参加者同士でのコミュニケー
ション等
対脳血管疾患等の後遺症により、「話す｣・｢読む｣・｢書く｣・
｢聴いて理解する｣などでお困りの方と家族
詳各保健センターへ
■ソーシャルクラブ（まごころの会）
日５月８日㈫９：30～11：30　場秩父保健センター
内さまざまな体験や交流を通して、自立や社会復帰を目
指すグループ活動。対こころの病気がある方　
詳各保健センターへ
■健康相談
　体や心の健康に関する悩みや不安について、保健師や
栄養士が随時相談に応じています。面接相談をご希望の
方は、事前に各保健センターにご連絡ください。

母子保健事業のお知らせ
■母乳♡育児相談室　ほほえみ
　助産師による個別相談です。
日随時　場秩父保健センター
内授乳相談･お子さんの身体計測等
申相談希望のある方は、秩父保健センターへ電話または
窓口にて
■秩父市の母子保健教室
　秩父保健センターでは、マタニティ＆ママの教室（育
児体験、歯科・ヨガ、クッキング、リフレッシュ、離乳
食）を実施しています。全て参加された方には、記念品
をプレゼントします！
■マタニティ教室(育児体験コース)
日５月13日㈰９：30～12：00　場秩父保健センター
対妊娠５か月を過ぎた妊婦さんとそのご家族の方等
持母子健康手帳、筆記用具、各自必要なもの
申４月27日㈮までに秩父保健センターへ電話、窓口ま
たは秩父市電子申請・届出サービスにて
詳健康カレンダーＰ.６
■楽しく簡単！離乳食モグモグクッキング教室
日５月29日㈫10：00～12：30　場秩父保健センター
対５か月から１歳までのお子さんとその家族の方
持母子健康手帳、エプロン、バンダナ、タオル、おんぶ
ひも、お子さんのオムツ、授乳用品等　定15組
申４月27日㈮までに秩父保健センターへ電話または窓口
にて　詳健康カレンダーＰ.７
■あそびの教室　
　親子で楽しくあそぶ経験づくりの教室です。
日５月28日㈪９：30～11：10（受付は9：50まで）
場秩父保健センター
対１歳６か月児健診受診後のお子さんとその家族の方
持水分補給の飲み物(お茶・水等甘くないもの)
申初めて参加する方は、秩父保健センターへ電話または
窓口にて
■乳幼児健診　13：00～13：45受付
※ 番号札の事前配布はしておりません。受付時間前にお
越しの方は、所定の場所に並んでお待ちください。

場秩父保健センター　詳健康カレンダーＰ.８、９

日５月10日㈭　内２歳児歯科健診 （H28.３月生）
持母子健康手帳、歯科健診アンケート、普段使っている歯ブラシ、
大きめのタオル、コップ

日５月16日㈬　内４か月児健診 （H29.12月生）
持母子健康手帳、健診・健やか親子21アンケート

日５月17日㈭　内３歳児健診 （H27.１月生）
持母子健康手帳、健診アンケート、普段使っている歯ブラシ、
大きめのタオル、コップ、採取した尿

日５月23日㈬　内10か月児健診（H29.７月生）
持母子健康手帳、健診アンケート、普段使っている歯ブラシ

日５月24日㈭　内１歳６か月児健診 （H28.10月生）
持母子健康手帳、健診アンケート、普段使っている歯ブラシ

■育児相談　９：30～11：30（受付は10：30まで）

日５月７日㈪　場荒川保健センター
日５月25日㈮　場秩父保健センター

内育児相談、栄養相談、お子さんの身体計測
対乳幼児とその家族の方　持母子健康手帳
■すこやか相談
　お子さんのしつけ、ことば、運動発達等、子育てに心
配・不安のある方は、ご相談ください（予約制）。

日５月14日㈪　　内ことばの相談　
日５月15日㈫　　内運動発達相談　

場秩父保健センター
申秩父保健センターへ電話または窓口にて



日日時　場場所　内内容　対対象　持持ち物　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ　詳詳細

休日急患当番医休日急患当番医

埼玉県救急電話相談埼玉県救急電話相談

　夜間・休日において、精神疾患を有する方やその家族などか
ら緊急的な相談を電話で受け付けます。

電話番号　０４８－７２３－８６９９
　　　　　　　　　　　（ハローキューキュー）

受付時間　平日（月～金曜）：午後５時～翌午前８時30分
　　　　休日（土曜・日曜・祝日）：午前８時30分～翌午前８時30分

休日在宅歯科当番医休日在宅歯科当番医

32           2018年４月号2018年４月号

■定住自立圏事業　
　助産師による「ほっとハグくむ...ママサロン♪」
　助産師による個別相談です。
日毎週水曜日・金曜日　10：00～12：00　13：00～15：00
場横瀬児童館（横瀬町大字横瀬4377‒1　☎22‒2072）
内不妊・不育症相談、妊婦さんの育児準備相談、授乳・
育児相談　申児童館へ来館（予約不要）

予防接種のお知らせ
○高齢者肺炎球菌予防接種
　平成30年度の対象者は下記の表のとおりです。
65歳：昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生まれ

70歳：昭和23年４月２日～昭和24年４月１日生まれ

75歳：昭和18年４月２日～昭和19年４月１日生まれ

80歳：昭和13年４月２日～昭和14年４月１日生まれ

85歳：昭和８年４月２日～昭和９年４月１日生まれ

90歳：昭和３年４月２日～昭和４年４月１日生まれ

95歳：大正12年４月２日～大正13年４月１日生まれ

100歳：大正７年４月２日～大正８年４月１日生まれ

60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に身
体障害者手帳１級の障がいのある方

※既に肺炎球菌ワクチンを接種したことがある方は定
　期接種の対象とはなりません。
日平成31年３月30日㈯まで
費2,500円（生涯１回限り、指定医療機関窓口で支払い）
※期限を過ぎると全額有料となります。
※ 生活保護世帯の方および中国残留邦人等支援受給の方
は無料

申各保健センター窓口に申し込み。接種に必要な書類を
配布します。
○ＢＣＧ（予約は必要ありません）
日４月24日㈫、５月25日㈮　場秩父保健センター
対生後５か月～１歳に至るまで（至るまで：誕生日前日）
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
■指定医療機関で受けられる各種予防接種
　健康カレンダーを確認し、計画的に実施してください。

問い合わせ先
秩父保健センター　　　　　☎２２－０６４８
※駐車場が満車の場合は第２駐車場をご利用ください。
吉田保健センター　　　　　☎７７－１１１２
大滝保健センター　　　　　☎５５－０１０２
荒川保健センター（荒川総合支所１階）
　　　　　　　　　　　　　☎５４－２２３１

【初期救急医療】入院の必要がなく比較的軽い症状の患者に対応
休日診療所

【診療時間：午前10時～午後５時】
在宅当番医

【診療時間：午前９時～午後６時】

４月15日

医師会
休日診療所
（内・小）
熊木町
☎23‒8561

４月15日 あらいクリニック（小・内） 本　町 ☎25‒2711

22日 22日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください） 小鹿野町 ☎75‒2332

29日 29日 石塚内科胃腸科医院（内・胃） 下影森 ☎24‒5010

30日 30日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください） 小鹿野町 ☎75‒2332

５月３日 ５月３日 近藤医院(婦 ･内) 日野田町 ☎22‒0043

４日 ４日 あいおいクリニック（内） 相生町 ☎26‒7001

５日 ５日 片田医院（外・内） 下影森 ☎22‒1801

６日 ６日 あらいクリニック（小・内） 本　町 ☎25‒2711

【二次救急医療】
入院治療を必要と思われる救急患者、救急車
にて搬送された重症救急患者に対応

【診療時間：午前８時30分～翌日午前８時30分】

４月15日 皆野病院 皆野町 ☎62‒6300

22日 秩父市立病院 桜木町 ☎23‒0611

29日 秩父病院 和泉町 ☎22‒3022

30日 皆野病院 皆野町 ☎62‒6300

５月３日 秩父市立病院 桜木町 ☎23‒0611

４日 秩父市立病院 桜木町 ☎23‒0611

５日 皆野病院 皆野町 ☎62‒6300

６日 秩父病院 和泉町 ☎22‒3022

※午後６時以降は必ず電話で確認の上受診してください。
※平日、休日の救急医療体制については秩父郡市医師会のＣでもご確認いただけます。
※医療機関の都合で変更になることがあります。秩父消防本部（☎21‒0119）でご確認ください。

●秩父郡市医師会

※必ず電話で確認の上受診してください。

埼玉県精神科救急情報センター埼玉県精神科救急情報センター

●秩父郡市歯科医師会

　埼玉県救急電話相談は、24時間３６５日で実施しています。
　全国共通ダイヤル♯７１１９の導入により、大人や子どもの相
談に対応するとともに医療機関の案内をします。
　急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医療機関を受診す
べきかどうかなどをアドバイスしますので、判断に迷ったときは
お気軽にお電話ください。

電話番号　＃７１１９（シャープ７１１９番）
　　　　　※ＮＴＴプッシュ回線、ひかり電話、携帯電話の場合
　　　　０４８－８２４－４１９９ 
　　　　　※ダイヤル回線、ＩＰ電話、ＰＨＳの場合

※ 従来と同様に、「大人の救急電話相談」「小児救急電話相談」の
番号からも電話をかけられます。

　○大人の救急電話相談　＃７０００（シャープ７０００番）
　○小児救急電話相談　　＃８０００（シャープ８０００番）
　　　　　　　　　　　　または０４８－８３３－７９１１

曜日 病　院　名 電　　話
月曜 あらいクリニック ☎２５－２７１１
水曜 秩 父 病 院 ☎２２－３０２２

火・木・金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎２３－０６１１
当番歯科医療機関

【診療時間：午前10時～午後１時】

４月29日 倉林歯科クリニック 上影森 ☎21‒1881

30日 竹井歯科医院 中　町 ☎22‒0563

５月３日 田口歯科医院 黒　谷 ☎22‒1118

４日 岩田歯科医院 中村町 ☎24‒6484

５日 みつはし歯科クリニック 小鹿野町 ☎75‒0050

６日 そよ風歯科医院 太　田 ☎62‒1149

平日夜間小児初期救急平日夜間小児初期救急

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※必ず電話で確認の上受診してください。
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平日夜間・最終日曜・休日窓口　（本庁舎１階）

午後５時15分～７時15分
（第２・第４木曜日）

午前８時30分～正午
午後１時～５時

午前８時30分～正午
午後１時～５時

市民課・保険年金課・こども課・収納課 市民課

①戸籍の届書の預かり
②戸籍謄本、住民票の写し、所得課税証明書等の発行
③印鑑登録および印鑑証明書の発行
④納税と納税相談の受付　⑤埋火葬許可証等の発行業務
⑥ 転入、転出、転居届等の受付（住民基本台帳カード等
の処理を含む）

⑦国民健康保険、国民年金、高齢者医療等に関する業務
⑧保育所、児童手当、子育て支援等に関する業務
⑨ パスポート（旅券）交付業務（最終日曜窓口では午前
９時～正午、午後１時～４時30分）

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し（マイナン
バー（個人番号）入りを
除く）、所得課税証明書等
の発行
③印鑑証明書の発行
④ 市への納入金の預かり（市税
等、水道料、墓地使用料等）
⑤ 埋火葬許可証等の発行業務

※上記業務の一部について、処理できない場合があります。詳細はお問い合わせください。

１市民課☎２２－５３４８　　保険年金課☎２５－５２０１
　収納課☎２２－２２１０　　こ ど も 課☎２５－５２０６　　

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休日窓口

すこやか相談（ことば）

すこやか相談（子育て）

あそびの教室
マタニティ教室（歯科･ヨガコース）

荒川 育児相談

BCG予防接種 言語教室

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

秩父 労働・年金相談

秩父 不動産相談

秩父 労働・年金相談

秩父 登記相談
大滝 人権相談

秩父 人権相談

秩父 登記相談
吉田 人権相談

秩父 人権相談

秩父 人権相談

秩父 行政手続相談

秩父 法律相談

秩父 行政手続相談

秩父 法律相談

秩父 市民相談

秩父 法律相談

秩父 市民相談

（定住）ママサロン
吉田 胃がん検診

すこやか相談（ことば）
（定住）ママサロン

（定住）ママサロン

秩父 育児相談
（定住）ママサロン

（定住）ママサロン

４か月児健診
（定住）ママサロン
荒川 胃がん検診

４か月児健診
（定住）ママサロン

10か月児健診
（定住）ママサロン

（定住）ママサロン

（定住）ママサロン
秩父 胃がん検診

（定住）ママサロン
健康料理教室

秩父 乳・子宮頸がん検診
ソーシャルクラブ

すこやか相談（運動発達）

ソーシャルクラブ

吉田 育児相談

３歳児健診

３歳児健診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

マタニティ教室
（育児体験コース）

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館： 大滝

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父 荒川 吉田

休館：荒川 吉田 大滝

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父 荒川 吉田

休館：秩父

荒川 行政相談

荒川 行政相談

秩父 行政相談

大滝 行政相談

秩父 税務相談
吉田 行政相談

秩父 女性相談 秩父 市民相談

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

平日夜間窓口

平日夜間窓口

平日夜間窓口

最終日曜
窓　口

吉田 大滝
休館：

保健センターの催し・健診など（１段目）
■ Ｐ．32、33「保健センターだより」や、３月号市
報と併せて配布した「秩父市健康カレンダー」も
ご覧ください。

秩父 本庁舎２階　　　　吉田 吉田総合支所
大滝 大滝総合支所　　　荒川 荒川総合支所
問市民生活課☎２６－１１３３
※不動産相談は歴史文化伝承館５階第４会議室です。
■ その他の相談はＰ．31「無料相談室」をご覧くだ
さい。

市民生活課の無料相談室（２段目）

秩父 秩父図書館　　吉田 吉田分館
大滝 大滝分館　　　荒川 荒川図書館
■ Ｐ．31「図書館だより」もご覧ください。

　図書館休館日（最下段）

憲法記念日振替休日昭和の日 みどりの日 こどもの日

休館：吉田 大滝 休館：吉田 大滝

休館：秩父

休日窓口休日窓口 休日窓口

くらしのカレンダー
くらしのカレンダーくらしのカレンダー

４/８㈰～５/19㈯

吉田 大滝
休館：

（注）市外局番表記のない電話番号は「０４９４」が、市外局番となります。
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